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款 3 民生費 予 算 現 額 532.139,512 円

項 1 社会福祉費 決 算 額 519,547.468円

目 1 社会福祉総務費 前年度決算額 511,417,316 円

対 一即~ 年 比 101.6 % 
I. 事業の目的体系

1. 事 業 名 社会福祉一般管理事業 |コート・J01 03 01 I 01 I 02 -

基本目標： 目標 I健康で元気に暮らせるまち

2. 施総合策計体画の系 基本施策 ： 5 福祉サービスを充実するとともに地域との連携を図る

施策の展開方向：

ll. (Do)内部事務の内容

1 誰のために（受益者） 福祉サービス対象者とその家族

2 働きかける相手（対象） 福祉サービス対象者

どのような状態に
社会福祉事業を円滑に実施するため全般的な庶務業務を行うとともに、適切な福祉サービスを

3 受けられるよう福祉関係の分かりやすい情報を多くの方が入手できるようにします。
したいのか（意図）

1 福祉一般事務
(1) 生活に困窮する町民に対し、その困窮の程度に応じ、自立を促すため必要な相談・支援を行いました。

生活困窮等に関する相談件数 70件
4 I (2) 在日外国人福祉給付金支給要綱に基づき、高齢者福祉給付金を 1名に支給しました。

1名 60,000円 (5,000円x12月分）を支給。

価 2 障がい者福祉一般事務

評

対
象
(1) 町民の福祉に関する情報を提供するため「福祉のしおり」を作成し、障がい者手帳新規交付者及び希望者に配

年 布するとともに、ホームページに掲載しました。
度 (2) 障害者差別解消法に関する講演会及び研修を実施しました。

に ア障害者差別解消法に関する講演会 2回
ど イ職員新人研修 1回

ょ
の (3) 避難行動要支援者名簿の登録を窓口等で案内しました。

ー また、名簿の情報更新のため、更新案内等を送付しました。っ
な
(4) 障がいのある方が切れ目のない支援を受けられることを目的に作成されたサポートブックを希望者に配布しま

Jとを実施したのか

5 

活

a 

した。
(5) 障がいや病気等によって援助や配慮を必要とする方に対し、援助する意思を分かりやすくお伝えすることを目

的に東郷町民が考案した「サポートハートマーク」について、考案者の普及活動を支援しました。

生活困窮者に関する相談件数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

指 標 名 件 件個別計画による目標値平成 26年度
69.00 はありません。

平成 27年度
件 件
73.00 

指標の説明
平成 28年度

件 I 件
（指標式） 81.00 

平成 29年度 件 I 件

70.00 

6 直接事業費計 I前年度決算額 199,186 円 決 算 額 389,913 円
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I. 事業の目的体系

1. 事 業 名 民生委員活動事業 |コード 01 I 03 I 01 01 I 03 I -

基本目標： 目標 I 健康で元気に暮らせるまち

2. 施総合策計体画の系 基本施策 ： 5 福祉サービスを充実するとともに地域との連携を図る

施策の展開方向： (4)地域福祉活動の推進

II. (Do)内部事務の内容

1 誰のために（受益者） 1町民

2 働きかける相手（対象） 1民生委員・児童委員

どのような状態に
民生委員・児童委員が地域住民の身近な相談相手となり、必要な支援を行えるようにします。

3 また、福祉サービスに関する情報が提供され、対象者がサービスを利用できるようにします。
したいのか（意図）

4

評
価
対
象
年
度
に
ど
の
よ
う
な
J

と
を
実
施
し
た
の
か

民生委員活動事業
(1) 民生委員・児童委員の主な活動
民生委員・児童委員は、子育てに関すること、高齢者に関すること、健康・医療に関すること等を始め、町民
と行政のパイプ役や調整役を務めるなど地域に根ざした活動に取り組みました。
ア 民生委員・児童委員 49人（平成29年6月30日までは48人）
イ 内、主任児童委員 3人
(2) 民生委員児童委員協議会の主な活動
ア 毎月の定例会による情報交換
イ 保育園・児童館・小中学校の行事（運動会等）への参加
ウ 社会を明るくする運動、高齢者福祉大会等への参加
工敬老訪問 9月12日（火） -21日（木）
オ 文化産業まつり福祉ブースの出展 11月12日（日）
(3) 東郷町民生委員児童委員協議会の主な部会活動

ア 生活福祉部会
(7)講演会「特殊詐欺被害防止セミナー」 （刈谷市産業振興センター）への参加
（イ）勉強会「子ども食堂について」 （豊明市・日進市）の開催
（り）勉強会「生活困窮者・介護保険•高齢者福祉サービス」の開催
イ 高齢者福祉部会
(7) 町社会福祉協議会主催「ひとり暮らし高齢者花見会」の下見と当日の協力
（イ）施設見学（特別養護老人ホーム「フィロスとうごう」）の実施
（り）勉強会「高齢者への声掛けについて」の開催
ウ児童福祉部会
(7) 町主催「じどうかんこどもまつり（総合体育館）」の準備とブース運営
（イ）施設見学（東郷あやめ保育園）の実施
（り）勉強会「子ども支援について」の開催
工 障がい者福祉部会
(7)町知的障害児・者連絡協議会主催「あいち池ウォーキングとバーベキュー」への協力
（イ）町主催「障がい者レクリエーション交流会 ワイワイ交流会」の準備とブース運営
（り）町社会福祉協議会主催「チャレンジド・クリスマス会」への協力
オ県外研修
静岡県地震防災センター•浜岡原発·ねむの木学園の視察

民生委員活動延べ日数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

指 標 名 日 日1個別計画による目標値
5 平成 26年度 5,091.00 はありません。

活 平成 27年度
日 日

5,197.00 

標動指 指標の説明
平成 28年度

日I 日
（指標式） 5,602.00 

平成 29年度
日 日

6,129.00 

6 直接事業費計1前年度決算額 2,101,500 円 決 算 額 1,964,000 円
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I. 事業の目的体系

1 事業名 更生保護事業 Iコート・l01 03 I 01 I 01 I 04 -
基本目標： 目標 I 健康で元気に暮らせるまち

2 総合計体画の
施策 系 基本施策： 5福祉サービスを充実するとともに地域との連携を図る

施策の展開方向： (4)地域福祉活動の推進

ll. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 町民、罪を犯した人

2 働きかける相手（対象） 町民、保護司会、更生保護女性会、小中学校児童生徒、事業所

どのような状態に
犯罪や非行の防止、また、罪を犯した人の更生（再犯防止や社会復帰など）についての町民の

3 理解を深め、犯罪のない明るい社会を築きます。
したいのか（意図）

1 更生保護事業
(1) 町更生保護女性会及び愛知保護区保護司会東郷部会に補助金を交付しました。
(2) 愛知保護区保護司会に負担金を交付しました。

4 2 社会を明るくする運動事業

評
7月を「社会を明るくする運動」の強調月間とし、推進委員会を中心に各種活動を実施しました。

価
(1) 広報紙への掲載、懸垂幕・のぽりの設置及びポスターの掲示等広報活動

= 
(2) 運動PR資材の庁内各施設、学校及び事業所等への配布
(3) 記念講演の実施

臣
ア 日 時 平成29年7月4日（火） 午前10時～午前11時40分
イ会場 東郷町民会館 ホール

に ウ講師 松原紗蓮氏（西尾市浄土宗浄名寺副住職）「慈悲の心～悲しみに寄り添い支え合う社会～」

ど 工参加者数 323名

の (4) ミニ集会の開催

よ ア 日 時 平成29年7月12日（水） 午前10時～午前11時55分

i イ会場 町民会館 2階大会議室
ウ講師 柴田美香氏（一般社団法人日本ワクワク協会理事長） 「夢を叶えるわくわく講座」
工参加者数 114名.... 

と (5) 街頭活動

羹施
ア 日 時 平成29年7月12日（水）午前8時45分～午前9時20分

平成29年7月20日（木）午後3時30分～午後4時30分
イ場所 町内のスーパー、町施設等 14店舗

し ウ参加者数 107名
た (6) PR活動
の ア内容 ポスターの掲示依頼、パレード等
か イ場所 町内の保育園、幼稚園、小中学校、高校、コンビニ、パチンコ店、町施設等 91か所

ウ参加人数 68名
(7) 社会を明るくする運動に関する作文の募集
ア対象校 春木台小学校、音貝小学校、東郷中学校
イ応募件数 133件

啓発活動数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 箇所 箇所 個別計画による目標値
平成 26年度 104.00 はありません。

活

開 啓発資材配布や街頭活動等の啓
平成 27年度

箇所 箇所

発活動を実施した箇所数 107.00 
標 指標の説明 箇所 箇所

（指標式）
平成 28年度 105.00 

平成 29年度
箇所 箇所
105.00 

ミニ集会の参加者数 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 人 人 前年度実績
平成 26年度 104.00 102.00 

成

! 平成 27年度
人 人
123.00 104.00 

指標の説明
平成 28年度

人 人

（指標式） 119.00 123.00 

平成 29年度
人 人
114.00 119.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 1,175,568 円 決 算 額 1,108,044円
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I. 事業の目的体系

1 事業名 社会福祉大会開催事業 Iコード 01 1 03 I 01 01 os I -

基本目標： 目標 I 健康で元気に暮らせるまち
2総合計画の
施策体系 基本施策： 5 福祉サービスを充実するとともに地域との連携を図る

施策の展開方向： (4)地域福祉活動の推進

II. (Do)一般事業の内容

1誰のために（受益者） 町民

2 働きかける相手（対象） 社会福祉関係者

どのような状態に
福祉のまちづくりの効果的な推進を図るため、社会福祉の発展に功績のあった方々を顕彰する

3 したいのか（意図）
ことで、社会福祉活動に関心を持つ人が増えるようにします。

社会福祉大会開催事業
文化産業まつり開催時に合わせ、第33回東郷町社会福祉大会を東郷町社会福祉協議会と合同で開催し、東郷町社会
福祉大会福祉事業功労者表彰要綱に基づき顕彰しました。

4 
(1) 日 時平成29年11月12日（日）午前9時30分～午前10時15分
(2) 場所町民会館ホール

評
(3) 顕彰
ア町長表彰 2名 (1個人.1団体）

価
イ町長感謝 11名 (9個人・ 2団体）

！ (4) 記念品ア町長表彰ペントレイ
イ 町長感謝ペンスタンド

に (5) 参加人数

ど 360名（うち来場者110名）

の
よ

l 
'-

と

羹施
し
た
の
か

被表彰者数（団体を含む） 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 人 人 個別計画による目標値
平成 26年度 8.00 はありません。

活

＇ 
平成 27年度

人 人
12.00 

指標の説明 人 人

（指標式）
平成 28年度 8.00 

平成 29年度
人 人
13.00 

町人口10,000人当たりに占める 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 被表彰者 人 人 過去3年間の平均値
平成 26年度 1.87 2.61 

成

a 被表彰者／町人口（各年10月1日 平成 27年度
人 人

現在） X 10, 000人 2.80 1.80 

指標の説明 人 人

（指標式）
平成 28年度 1.85 2.27 

平成 29年度
人 人
3.00 2.17 

7 直接事業費計 前年度決算額 13,837 円 決 算 額 31,703円
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I. 事業の目的体系

1 事業名 社会福祉協議会補助事業 Iコード 01 03 J 01 I 01 os -
基本目標： 目標 I 健康で元気に暮らせるまち

2 総合計画の
施策体系 基本施策： 5 福祉サービスを充実するとともに地域との連携を図る

施策の展開方向： (5)地域福祉体制の充実

ll. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 福祉サービスの受給者

2 働きかける相手（対象） 社会福祉協議会

どのような状態に
地域を主体とする福祉活動の中心的な担い手である社会福祉協議会の安定的な事業運営を確保

3 し、町民福祉の増進のため積極的な福祉活動が展開されるようにします。
したいのか（意図）

社会福祉協議会補助事業
社会福祉法人として活動するための理事会、監査、評議員会等の開催、経理、職員の福利厚生等の基盤整備を行う
法人運営への補助を行いました。

4 
(1) 普通会員 6. 734口
(2) 賛助会員 25口

評
(3) 法人会員 285口

価
(4) その他の会員 263口

= 
会員計 7,307口

年
度
に
ど
の
よ
う
な

＿` と

羹施
し
た
の
か

社会福祉協議会（法人運営事 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 業）の決算額に占める補助金の ％ ％ 個別計画による目標値割合 平成 26年度 53.51 はありません。
活
動 運営費補助金＋法人運営事業費

平成 27年度
％ ％ 

指 66.63 
標 指標の説明 ％ ％ 

（指標式）
平成 28年度 57.23 

平成 29年度
％ ％ 

79.41 

社会福祉協議会会員率（普通会 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 員） ％ ％ 過去3年間の平均値
平成 26年度 42.46 44.51 

成

! 
普通会員口数十年度末総世帯数

平成 27年度
％ ％ 

41.39 43.77 

指標の説明 ％ ％ 

（指標式）
平成 28年度 40.62 42.87 

平成 29年度
％ ％ 

39.12 41.49 

7 直接事業費計 前年度決算額 28,967,000 円 決 算 額 36,318,000円
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I. 事業の目的体系

1 事業名 戦没者追悼事業 Iコード 01 I 03 I 01 01 01 I -
基本目標：一

2 総施合策計体画の系 基本施策：一

施策の展開方向：
_, 

Il. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 戦没者遺族、一般参列者

2 働きかける相手（対象） 戦没者遺族、町遺族会、町民

どのような状態に
先の大戦において亡くなられた方々を追悼するとともに、平和意識の高揚が図られ、平和がい

3 つまでも続くようにします。
したいのか（意図）

1 戦没者追悼事業
先の大戦において亡くなられた方々を追悼し、平和がいつまでも続くことを願い、東郷町遺族会と共催で新たに
平和祈念事業として実施しました。

4 
(1) 日 時 平成29年8月26日（土）午前10時～午後4時
(2) 会場 町民会館ホール

評
(3) 参列者数 135人

価
(4) 実施内容 〔第 1部〕

塁
平和祈念式、戦争語り部
〔第2部）

年 戦争語り部、映画上映「この世界の片隅に」

度 〔終日〕

に 会場ホワイエでは、献花台を設置、戦争に関するパネル展示を行いました。

ど (5) 参加人数

の ア 一般参列者（遺族を含む。） 64名
よ イ 来賓 71名
う
な 2 社会福祉団体育成事業

町遺族会に補助金を交付しました。.... 
と

羹施
し
た
の
か

平和祈念式参列者数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 （平成28年度までは戦没者追悼式 人 人 個別計画による目標値参列者数） 平成 26年度 109.00 はありません。
活

i 平成 27年度
人 人
101.00 

指標の説明 人 人

（指標式）
平成 28年度 114.00 

平成 29年度
人 人
135.00 

戦没者追悼式参列者のうち一般 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 参列者数 人 人 過去3年間の平均値
平成 26年度

成
45.00 49.66 

＇ 
来賓以外の参列者 平成 27年度

人 人
37.00 46.33 

指標の説明 人 人

（指標式）
平成 28年度 47.00 40.67 

平成 29年度
人 人
64.00 43.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 567,164 円 決 算 額 580,572円
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I. 事業の目的体系

1 事業名 成年後見制度利用支援事業 Iコート・I01 03 01 I 01 ios -
基本目標 ： 目標 I 健康で元気に暮らせるまち

2 総施合策計体画の系 基本施策 ： 5 福祉サービスを充実するとともに地域との連携を図る

施策の展開方向： (5)地域福祉体制の充実

Il. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） ひとり暮らし等で判断能力の不十分な知的障がい者及び精神障がい者

2 働きかける相手（対象） 知的障がい者及び精神障がい者、尾張東部成年後見センター、家庭裁判所

どのような状態に
成年後見人を選任し、本人の支援及び権利の擁護ができるようにします。

3 
したいのか（意図）

成年後見制度利用支援事業
(1) 尾張東部成年後見センター（瀬戸市、尾張旭市、豊明市、日進市、長久手市及び東郷町の5市 1町で設置）
に、成年後見に関する業務を委託しました。

4 
ア 尾張東部成年後見センター運営協議会開催回数 3回
イ 尾張東部成年後見センター適正運営委員会開催回数 6回

評
(2) 成年後見制度に関する相談事業を尾張東部成年後見センターで実施し、町民からの相談に対応しました。

価 ア 相談談人数 33人（延べ相談障件数 228件）

塁
イ相者の種別高齢者22人、 がい者11人
(3) 専門職による個人受任が困難な場合に尾張東部成年後見センターが後見人等になり、後見実務を行いました。

委
法人受任人数 4人（高齢者3人、精神障がい者1人）

(4) 親族等による申立てができない人に対して行う、町長による成年後見審判申立てはありませんでした。

に (5) 尾張東部成年後見センターにおいて、市民後見人を養成しました。

ど 市民後見人バンク登録者数（構成市町全体） 19人

の (6) 成年後見制度に関する研修事業

よ 認知症、知的障がい、精神障がいのある方を権利擁護の視点で見守る成年後見支援者養成研修を尾張東部圏域
う の住民に対して行いました。
な ア開催日 平成29年11月4日（土）、 11月11日（土）
.... イ場所 日進市中央福祉センター
と ウ参加人数 25人

羹施
(7) 周知啓発事業
成年後見制度、尾張東部成年後見センターの周知を図るため、住民の方を対象に講演会を開催しました。
ア開催日 平成29年6月17日（土）

し イ場所 日進市中央福祉センター
た ウ参加人数 155人
の
か

成年後見制度相談件数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 件 件 個別計画による目標値
平成 26年度 329.00 はありません。

活

開 尾張東部成年後見センターが受
平成 27年度

件 件

け付けた東郷町の相談件数 114.00 
標 指標の説明 件 件

（指標式）
平成 28年度 204.00 

平成 29年度
件 件
228.00 

法人受任件数 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 件 件 前年度の実績値
平成 26年度 4.00 2.00 

成

雷 尾張東部成年後見センターが受 平成 27年度
件 件

任した東郷町の件数（前年度か 3.00 4.00 
標 指標の説明 らの継続を含む。） 平成 28年度

件 件

（指標式） 6.00 3.00 

平成 29年度
件 件
4.00 6.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 32,406,000 円 決 算 額 1,836,379円
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I. 事業の目的体系

1 事業名 障がい者扶助事業 lコート・l01 I 03 I 01 01 og -
基本目標： 目標 I 健康で元気に暮らせるまち

2総合計画の
施策体系 基本施策： 3 誰もが安心して自立した生活ができる社会をつくる

施策の展開方向： (1)障がい者福祉サービスの充実

Il. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 身体障がい・知的障がい・精神障がいの各手帳所持者及びその家族

2 働きかける相手（対象） 各障がい者手帳所持者

どのような状態に

3 したいのか（意図）

各障がい者手帳所持者が日常生活を営む上での経済的負担が軽減されるようにします。

障がい者扶助料支給事業
障がい者手帳所持者に扶助料を支給しました。 （年2回： 9月及び3月）
(1) 支給実績

4 
ア 9月期支給：身体840人、知的214人、精神265人 計 1,319人
イ 3月期支給：身体822人、知的218人、精神270人 計 1.310人

評
(2) 障がい者手帳交付状況（平成30年3月31日現在）

価
ア 身体障害者手帳 1,024人（対前年度比2.3%減）

旦
(7)1級 303人
（イ） 2級 155人

年 （り） 3級 206人

度 (I) 4級 232人

に （オ） 5級 74人

ど （力） 6級 54人

の イ 療育手帳 262人（対前年度比4.4%増）

よ (1) A判定 98人
う （イ） B判定 59人
な （り） C判定 105人

ウ 精神障害者保健福祉手帳 319人（対前年度比2.6%増）.... 
と (1) 1級 42人

羹施
（イ） 2級 196人
（り） 3級 81人

し
た
の
か

手当受給資格者数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 人 人 個別ぁ計画による目標値
平成 26年度 1,326.00 は りません。

活

I 
3月期の障がい者扶助料支給人

平成 27年度
人 人

数 1,334.00 

指標の説明 人 人

（指標式）
平成 28年度 1,329.00 

平成 29年度
人 人

1,310.00 

手当受給率 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 ％ ％ 手当受給有資格者全員
平成 26年度 100.00 100.00 に手当を支給すること成

! 
手当受給者＋手当受給有資格者

平成 27年度
％ ％ を目標とする。

X 100 (%) 100.00 100.00 

指標の説明
平成 28年度

％ ％ 

（指標式） 100.00 100.00 

平成 29年度
％ ％ 

100.00 100.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 47,236,500 円 決 算 額 47,310,500円
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I. 事業の目的体系

1 事業名 障がい者（児）支援サービス事業 |コード 01 03 I 01 1 01 I 10 -
基本目標： 目標 I 健康で元気に暮らせるまち

2 総施合策計体画の系 基本施策： 3 誰もが安心して自立した生活ができる社会をつくる

施策の展開方向： (1)障がい者福祉サービスの充実

ll. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 在宅生活を送る身体障がい児者、知的障がい児者、精神障がい者及びその家族

2 働きかける相手（対象） 在宅生活を送る身体障がい児者、知的障がい児者、精神障がい者及びその家族、社会福祉団体

どのような状態に
日常生活を営むことに支障のある障がい者等の外出が促進されるようにするとともに、在宅に

3 おける経済負担を軽減し、安心して生活できるようにします。
したいのか（意図） また、障がい者の加入する社会福祉団体の活動が活発に行われるようにします。

障がい者（児）支援サービス事業
(1) 障がい者タクシー料金助成事業
在宅で生活する身体障がい者 (1級-3級） 、知的障がい者 (A判定 ・B判定）及び精神障がい者 (1級・ 2

4 
級）に対し、タクシー利用券 (1枚当たり基本料金相当額500円、年間36枚まで）を交付しました。
年間利用回数 3,409回

評
(2) 社会福祉団体育成事業

価 町身体金障害者福祉協議会、町知的障害児・者連絡協議会、町楕神障がい者連絡協議会及び障がい者団体連絡会

1 
に補助 を交付しました。
(3) 家庭介護支援事業

臣
在宅の重度の身体障がい者（下肢又は体幹機能障がい1級・ 2級）及び知的障がい者 (A判定）に対し、介護
用品（主におむつ）の購入費の助成をしました。

に 延べ利用人数 196人

ど
の
よ
う
な

―̀ と

羹施
し
た
の
か

タクシー券利用件数 年 度 実 績 値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 件 件 個別ぁ計画による目標値
平成 26年度 4,086.00 は りません。

活

! 平成 27年度
件 件

3,710.00 

指標の説明 件 件

（指標式）
平成 28年度 3,565.00 

平成 29年度
件 件

3,409.00 

タクシー助成利用率 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 ％ ％ 前年度実績
平成 26年度 35.84 35.49 

成

胃 タクシー助成事業の利用者割合
平成 27年度

％ ％ 

（利用者数十対象者数） 38.00 35.84 
標 指標の説明 ％ ％ 

（指標式）
平成 28年度 34.91 38.00 

平成 29年度
％ ％ 

34.18 34.91 

7 直接事業費計 前年度決算額 3,086,425 円 決 算 額 3,042,516円
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I. 事業の目的体系

1 事業名 障がい者（児）交流事業 I砂 01l 03 I 01 01 11 I -
基本目標： 目標 I 健康で元気に暮らせるまち

2 総施合策計体画の系 基本施策： 3 誰もが安心して自立した生活ができる社会をつくる

施策の展開方向： (1)障がい者福祉サービスの充実

II. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） I交流事業に参加した障がい者・児及びその家族

2 働きかける相手（対象） 障がい者・児とその家族、ボランティア、健常者

どのような状態に
日頃の行動範囲に制限を受けてしまう障がい者等に外出の機会の提供及び健康の維持増進を図

3 るとともに、障がい者と健常者が交流することにより互いに理解し、助け合える関係づくりを構
したいのか（意図） 築します。

障がい者（児）交流事業
障がい者・児とその家族、一般参加者、障がい福祉サービス事業所及びポランティア等が交流できるよう、障がい
者レクリエーション交流会「ワイワイ交流会」を開催しました。

4 
(1) 実施日 平成29年10月28日（土）
(2) 参加人数 164人（うち障がい者・児31人）

評
(3) 場 所 いこまい館多目的室及びロビー（雨天のため室内で行いました。）

価 (4) 内 容者 介助犬紹介、フライングディスク、ミニゲームコーナー等

は
(5) 参加 障がい者・児とその家族、一般参加者、東郷町民生委員児童委員協議会、中学生ポランティア等

臣
に
ど
の
よ
う
な
,._ 

と
を

塁
し
た
の
か

参加者（児）数 年 度 実 績 値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 人 人 個別ぁ計画による目標値
平成 26年度 45.00 は りません。

活

＇ 
参加障がい者（児）数

平成 27年度
人 人
45.00 

指標の説明 人 人

（指標式）
平成 28年度 48.00 

平成 29年度
人 人
31.00 

参加満足度 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 ％ ％ 前年度実績
平成 26年度 97.92 91.00 

成

雷 参加者に実施したアンケートで
平成 27年度

％ ％ 

「よかった」 「普通」と回答し 98.80 97.92 
標 指標の説明 た参加者の割合

平成 28年度
％ ％ 

（指標式） 94.87 98.80 

平成 29年度
％ ％ 

98.21 94.87 

7 直接事業費計 前年度決算額 187,095 円 決 算 額 183,850円
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I. 事業の目的体系

1 事業名 障がい者自立支援給付費事業 I吋 01 03 01 01 I 12 -
基本目標 ： 目標I健康で元気に暮らせるまち

2 施総合策計体画の系 基本施策 ： 3 誰もが安心して自立した生活ができる社会をつくる

施策の展開方向： (1)障がい者福祉サービスの充実

II. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 身体障がい者、知的障がい者、精神障がい者、障がい児

2 働きかける相手（対象） 身体障がい者、知的障がい者、精神障がい者、障がい児及びその保護者

どのような状態に
障害者総合支援法に基づく介護給付費等を適正に給付することにより、障がいのある人が必要

3 したいのか（意図）
とするサービスを提供し、地域で安心して暮らすことのできる社会環境となるようにします。

障がい者自立支援給付事業
(1) 介護給付費
居宅介護等の介護給付費を給付しました。

4 
ア居宅介護 延べ 3,551時間
イ 同行援護 延べ 443時間

評
ウ生活介護 延べ 8,426日
工短期入所 延べ 689日

価
才療養介護 延べ 12人

i 力 施設入所支援 延べ 121人
(2) 訓練等給付費

度 訓練等給付費を給付しました。

に ア 自立訓練 延べ 110日

ど イ 就労移行支援 延べ 2. 247日

の ウ 就労継続支援 延べ 14,445日

よ 工 共同生活援助 延べ 205人

う (3) 指定相談支援

な 支給決定を受けた障がい者が対象となるサービスを適切に利用できるよう、心身の状況やその他の事情等を勘
’’ 案し、サービス等利用計画を作成しました。支給決定後は、利用状況の検証を行いました。

ー`と 計画相談支援 456件
を (4) 地域移行支援
実 入所施設や精神科病院等から退所や退院をする人に地域移行に向けた支援を行いました。
施 地域移行支援 13件
し (5) 補装具給付費
た 各種補装具の給付• 修理を決定しました。
の 義肢 1件、装具14件、座位保持装置2件、盲人安全つえ 5件、眼鏡 1件、補聴器9件、車いす13件、 電動車い
か す 1件、座位保持いす（児のみ） 1件、歩行補助杖3件（合計 50件）

介護給付費利用実人数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 人 人 個別計画による目標値
平成 26年度 165.66 はありません。

活

開 介護給付費を利用した障がい者
平成 27年度

人 人

の毎月の実人数の平均値（各年 172.84 
標 指標の説明 度3月～翌年2月）をサービスご 人 人

（指標式） とに算出し、合計する。
平成 28年度 182.65 

平成 29年度
人 人
190.50 

障がい福祉計画における障がい 年 度 実 績 値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 福祉サービス等見込量の実施率 ％ ％ 見込量を目標としまし
平成 26年度 108.80 100.00 た。成

雷 陣がい福祉計画に計上した障が
平成 27年度

％ ％ 

い福祉サービス等見込量の実施 103.84 100.00 
標 指標の説明 率（実績値の合計＋見込量の合

平成 28年度
％ ％ 

（指標式） 計） 110.93 100.00 

平成 29年度
％ ％ 

99.41 100.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 271,065,401 円 決 算 額 301,938,638円
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I. 事業の目的体系

,. 事 業 名福祉サービス支給決定等事業 |コード 01 I 03 I 01 01 13 I -

基本目標： 目標 I健康で元気に暮らせるまち

2. 施総合策計体画の系 基本施策： 3 誰もが安心して自立した生活ができる社会をつくる

施策の展開方向： (1)障がい者福祉サービスの充実

Il. (Do)内部事務の内容

1誰のために（受益者） l身体障がい者、知的障がい者、精神障がい者

: ::::::::) I:;;;;;;:;;;;;;~~;;;:::: し~:::、：：::::: 必要度に応じて適切
したいのか（意図）

4
 

」
と
を
実
施
し
た
の
か

1 審査会運営事業
障がい支援区分を認定するため、 5人の委員による障害支援区分等認定審査会を開催し、審査を実施しました。
(1) 審査会開催回数 8回
(2) 審査件数 38件（新規14件、更新20件、区分変更3件、再審査 1件）
(3) 区分別内訳
区分1
区分2
区分3
区分4
区分5
区分6

2
 

評
価
対
象
年
度
に
ど
の
よ
う
な

1人
10人
5人
9人
6人
7人 計38件

障がい支援区分認定調査事業
障がい支援区分の認定のため、調査員（福祉課保健師）が障がい者の家庭等を訪問し、心身の状況に関する106
項目のアセスメントを実施し、障がい支援区分の一次判定を行いました。また、審査に必要となる医師意見書の
作成を医療機関に依頼しました。

障がい者支援区分等認定審査会 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

指 標 名 審査件数 件 件 1個別計画による目標値
5 平成 26年度 32.00 はありません。

活 平成 27年度
件 件

信
57.00 

指標の説明
平成 28年度

件 件
標（指標式） 25.00 

平成 29年度
件 件
38.00 

6 直接事業費計前年度決算額 871,550 円 I決 算 額 1,012,064 円



―  90  ―

I. 事業の目的体系

1 享業名 地域生活支援事業 |コ—ド 01 03 01 I 01 I 14 -
基本目標： 目標 I 健康で元気に暮らせるまち

2 施総合計画の
策体系 基本施策： 3 誰もが安心して自立した生活ができる社会をつくる

施策の展開方向： (1)障がい者福祉サービスの充実

ll. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 身体障がい者、知的障がい者、精神障がい者、障がい児、発達障がい児者

2 働きかける相手（対象） 身体障がい者、知的障がい者、精神障がい者、障がい児、発達障がい児者及びその保護者

どのような状態に
障害者総合支援法に基づく地域生活支援事業の支給を適正に行うことにより、障がいのある人

3 が必要とするサービスを提供し、地域で安心して暮らすことのできる社会環境となるようにしま
したいのか（意図） す。

地域生活支援事業
(1) 日常生活用具給付事業
対象者の身体の状況、介護の状況、住宅環境等を調査し、用具給付等の決定を行いました。 627件の申請を受

4 
け付け、次の用具を給付しました。
特殊寝台1件、入浴補助用具2件、電磁調理器1件、電気式たん吸引器2件、盲人用体温計（音声式） 1件、

評
盲人用体重計1件、情報・通信支援用具1件、視覚障がい者用ポータブルレコーダー3件、視覚障がい者用拡大
読書器2件、盲人用時計1件、住宅改修2件、ストーマ装具527件、紙おむつ等83件

価
(2) 相談支援事業

! 障がい者に係る個別の困難事例の対応を検討する個別支援会議に出席しました。 （参加回数13回）(3) コミュニケーション支援事業
聴覚、言語機能、音声機能その他の障がいのため、意思疎通に支障のある障がい者に手話通訳者を派遣しまし

に た。また、手話及び要約筆記の人材を育成するため、養成講座を開催しました。

ど ア手話通訳者派遣派遣回数延べ19回、派遣時間延べ34.5時間

の イ 要約筆記者派遣派遣回数 1回、派遣時間 4時間
よ ウ 手話奉仕員養成講座（入門・基礎） 4人受講修了

l 工 手話通訳者配置週2回（月曜日午前・木曜日午後）(4) 移動支援事業
屋外での移動が困難な障がい者に、外出を支援するためヘルパーを派遣しました。.... 

と 移動支援実績延べ912時間

羹施
(5) 地域活動支援事業
障がい者の自立、地域活動を支援するため、各種のサービスを提供しました。
ア 地域活動支援センター 延べ1,700日

し イ 日中一時支援 延べ4,319日
た ウ 訪問入浴サービス 延べ 157回
の (6) 自立支援協議会
か 地域における支援体制の課題等について関係機関等が情報を共有し、連携の緊密化を図るために自立支援協議

会を開催しました。
ア全体会議 2回
イ専門部会 8回（くらし部会4回、こども部会4回）

地域生活支援事業（受給者証発 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 行分）利用実人数 人 人 個別ぁ計画による目標値
平成 26年度 97.10 は りません。

活

＇ 
移動支援事業、日中一時支援事

平成 27年度
人 人

業、地域活動支援センター事業 96.09 

指標の説明 及び訪問入浴サービス事業の 人 人

（指標式） サーピスを利用した毎月の実人
平成 28年度 91.34 

数の平均値（各年度3月～翌年
平成 29年度

人 人
2月） 83.50 

障がい福祉計画における地域生 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 活支援事業見込量の実施率 ％ ％ 見込量を目標としまし
平成 26年度 102.50 100.00 た。成

! 
障がい福祉計画に計上した地域

平成 27年度
％ ％ 

生活支援事業（受給者証発行 86.36 100.00 

指標の説明 分）の実施率（実績数値の合計 平成 28年度
％ ％ 

（指標式） ＋見込量の合計） 81.54 100.00 

平成 29年度
％ ％ 

60.15 100.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 68,121,093 円 決 算 額 62,819,105円
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I. 事業の目的体系

1 事業名 障がい者相談支援事業 |コード 01 03 01 !01 15 -
基本目標： 目標 I 健康で元気に暮らせるまち

2 施総合策計体画の系 基本施策： 3 誰もが安心して自立した生活ができる社会をつくる

施策の展開方向： (1)障がい者福祉サービスの充実

II. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 身体障がい者、知的障がい者、精神障がい者、障がい児

2 働きかける相手（対象） 身体障がい者、知的障がい者、精神障がい者、障がい児及びその保護者

どのような状態に
障がいのある人及びその家族などからの相談に応じ、必要な情報提供等や権利擁護のために必

3 したいのか（意図）
要な援助を行うことで、障がいのある人が安心して暮らせる体制をつくります。

障がい者相談支援事業
(1) 障がい者相談支援センター「ローゼル」 （身体障がい・ 知的障がい）及び精神障がい者地域活動支援センター
「柏葉」 （精神障がい）に委託し、福祉サービスの利用や就労、日常生活に関する相談業務等を実施しました。

4 
ア 障がい者相談支援センター「ローゼル」
(7)相談件数 273件

評
（イ）相談方法 来所34件、電話等236件、訪問 3件
イ 精神障がい者地域活動支援センター「柏葉」

価 (7)相談件数 3,491件
対
象 （イ）相談方法 来所1,090件、電トー話ビ等；1,688件、訪問713件

年 (2) 平成30年度から放課後等デイサ スの基本報酬について、区分が導入されることに伴い、区分判定に係る聞

度 き取り調査を障がい者相談支援センター「ローゼル」に委託しました。

に ア調査件数 74件

ど イ 調査期間 平成30年3月1日から平成30年3月31日まで

の
よ
う
な
.._ 

と
を

塁
し
た
の
か

町内における相談支援事業所数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 箇所 箇所 個別計画による目標値
平成 26年度 2.00 はありません

活

靡 平成 27年度
箇所 箇所

2.00 
標 指標の説明 箇所 箇所

（指標式）
平成 28年度 2.00 

平成 29年度
箇所 箇所

2.00 

相談支援事業所における相談件 年 度 実績値 目 標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 数 件 件 前年度実績
平成 26年度 3,083.00 2,182.00 

成

』
相談支援事業所で実施した 1年 平成 27年度

件 件

間の相談件数 2,759.00 3,083.00 

指標の説明 件 件

（指標式）
平成 28年度 3,580.00 2,759.00 

平成 29年度
件 件

3,764.00 3,580.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 9,546,000 円 決 算 額 11,530,000円
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I. 事業の目的体系

1. 寧 業 名 障がい者計画策定事業 |コード 01 03 01 I 01 i 1 s -
基本目標： 目標 I 健康で元気に暮らせるまち

2. 施総合策計体画の系 基本施策 ： 3 誰もが安心して自立した生活ができる社会をつくる

施策の展開方向： 一

ll. (Do)内部事務の内容

; ::： =~:~~~=: し)I::::::::: ::::::::: ::::::::: :::::: 及びその家族
どのような状態に

障がい者全般に係る福祉計画を策定することにより、障がい福祉の充実に向けての目標、各事

3 業量の設定など、具体的な取組を明らかにします。
したいのか（意図）

障がい者計画策定事業
第4次東郷町障がい者計画（平成27年度から平成32年度まで）の中間見直し、第5期東郷町障害福祉計画（平成30
年度から平成32年度まで）及び第 1期東郷町障がい児福祉計画（平成30年度から平成32年度まで）を一体的に「東郷
41町障がい福祉ビジョン」として策定しました。
(1) 策定委員会の開催
ア開催日平成29年8月30日、 11月7日、平成30年1月12日（全3回）
イ策定委員 13名
(2) 団体・事業所ヒアリング調査
ア実施日 平成29年9月1日から 9月13日まで
イ 対象者特別支援学校及び支援学級 (12校）

サービス提供事業所 (30か所）
障がい者団体 (4団体）

(3) 計画書及び概要版の作成

作成部数計画書210部、概要版1,000部

評
価
対
象
年
度
に
ど
の
よ
う
な

Jとを実施したのか

策定委員会開催回数 年 度 実績値 I 個別計画、指針等による目標値
指 標 名 回 1 回
5 平成 26年度 2.00 

活 個別計画による目標値はありま 平成 27年度
回I 回

せん。 0.00 

動標指 指標の説明
平成 28年度

回 回
（指標式） 0.00 

平成 29年度
回 回
3.00 

6 直接事業費計1 前年度決算額

゜
円 決 算 額 3,034,232 円



―  93  ―

款 3 民生費 予 算 現 額 289,209,018 円

項 1 社会福祉費 決 算 額 289,030,198 円

目 2 国民健康保険費 前年度決算額 283,101,858 円

対 月•IヽJ 年 比 102.1 % 
事業の目的体系

,. 事 業 名国民健康保険特別会計繰出金事業 |コード 01 03 01 02 02 -

基本目標： 目標I健康で元気に暮らせるまち

2. 施総合策計体画の系 基本施策： 4 社会保障制度を適切に運用する

施策の展開方向： (1)国民健康保険制度の適正な運用

Il. (Do)内部事務の内容

1 誰のために（受益者） 1国民健康保険被保険者

2 働きかける相手（対象） 1国民健康保険特別会計

国民健康保険特別会計の健全な財政運営を確保し、国民健康保健事業を円滑に運営します。
どのような状態に
3 
したいのか（意図）

゜
たしまし出り繰を円ー3
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評
価
対
象
年
度
に
ど
の
よ
う
な

」とを実施したのか

国民健康保険特別会計繰出金 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値
指 標 名 円 円1個別計画による目標値平成 26年度
5 208,223,309.00 はありません。

平成 27年度
円 円

活 200,096,416.00 

開指標の説明 平成 28年度
円I 円

標
（指標式） 252,708,259.00 

平成 29年度
円I 円

255,507,531.00 

6 直接事業費計 前年度決算額 252,708,259 円 I決 算 額 255,507,531 円
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款 3 民生費 予 算 現 額 954.442,982 円

項 1 社会福祉費 決 算 額 931,571,545 円

目 3 福祉医療費 前年度決算額 887,035,211 円

対 .則... 年 比 105 % 
I. 事業の目的体系

1. 事 業 名 福祉医療一般管理事業 IJ-ド 01 03 01 I 03 1 02 I -
基本目標： 目標 I 健康で元気に暮らせるまち

2. 総合策計画の 基本施策 ： 4 社会保障制度を適切に運用する施 体系

施策の展開方向： (4)福祉医療制度の適正な運用

Il. (Do)内部事務の内容

1 誰のために（受益者） 福祉医療費受給者

2 働きかける相手（対象） 1職員、臨時職員、国民健康保険団体連合会等

福祉医療事務等を適正に処理するとともに、福祉医療費の適正化を図ります。
どのような状態に
3 
したいのか（意図）

1 福祉医療一般管理事業
医療機関から提出されたレセプト（診療報酬明細書）を点検し、医療費請求の適正化を図りました。

4 I 2 福祉医療費支払等事務事業
子ども、障がい者、精神障がい者、母子・父子等の診療に係る医療費審査支払委託料及び医療機関事務費支払手

数料等を支出しました。評
価
対
象
年
度
に
ど
の
よ
う
な

Jとを実施したのか

福祉医療費審査委託件数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値
指 標 名 件 件個別計画による目標値平成 26年度
51 166,966.00 はありません。

平成 27年度
件 件

活 171,150.00 

! 指標の説明 平成 28年度
件I 件

（指標式） 181,275.00 

平成 29年度 件I 件

181,256.00 

6 直接事業費計 I前年度決算額 14,633,775 円 決 算 額 14,257,976 円
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I. 事業の目的体系

1. 事 業 名 I老人保健亭業 |コート.I 01 I 03 Ioバ扇曰□
基本目標

2. 総合計画の
施策体系

1基本施策

目標 I 健康で元気に暮らせるまち

4 社会保障制度を適切に運用する

施策の展開方向： (4)福祉医療制度の適正な運用

ll. (Do)内部事務の内容

1 誰のために（受益者） 1旧老人保健被保険者

2 働きかける相手（対象） 国民健康保険団体連合会、社会保険診療報酬支払基金、医療機関

どのような状態に
3 
したいのか（意図）

旧老人保健法に基づく医療給付を適正に執行し、老後における適切な医療が確保されるように
します。

老人保健事業
平成22年度限りで老人保健特別会計を廃止し、平成23年度から一般会計で予算措置しています。

］ 

事業費は、旧老人保健法に基づく医療給付に伴う過誤調整等による返還金等ですが、当該年度については支出があ
41りませんでした。

」とを実施したのか

老人保健医療給付費件数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値
指 標 名 人 人個別計画による目標値平成 26年度
5 

0.00 はありません。
人 人

活 平成 27年度 0.00 

＇ 
指標の説明

平成 28年度
人I 人

（指標式） 0.00 

平成 29年度
人I 人

0.00 

6 直接事業費計 I前年度決算額 0 円 決 算 額 0 円
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I. 事業の目的体系

1 事業名 子ども医療費事業 |コート・J01 03 _ 01 I 03 104 -
基本目標： 目標 I健康で元気に暮らせるまち

2 総合計体画の
施策 系 基本施策： 4 社会保障制度を適切に運用する

施策の展開方向： (4)福祉医療制度の適正な運用

ll. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 子ども医療費の受給者

2 働きかける相手（対象） 医療機関及び国民健康保険団体連合会

どのような状態に
子どもの健全な育成を支援するとともに、子ども世帯における医療費負担を緩和し、安心して

3 医療を受けられるようにします。
したいのか（意図）

子ども医療費事業
受給対象者を平成24年1月診療分から18歳の年度末までに拡大し、子どもの保険診療に係る自己負担額を現物給付
（受給者証を提示することで無料で受診ができる方法）で助成しました。

4 

評
価

1 
臣
に
ど
の
よ
う
な

―̀ と

羹施
し
た
の
か

年間平均受給者数 年 度 実 績 値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 人 人 個別ぁ計画による目標値平成 26年度 8,546.00 は りません。
活

＇ 
平成 27年度

人 人

8,507.00 

指標の説明 人 人

（指標式）
平成 28年度 8,567.00 

平成 29年度
人 人

8,521.00 

1人当たり医療費 年 度 実績値 目 標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 円／人 円／人 前年度実績値
平成 26年度 33,816.00 33,638.00 

成

』
年間医療費／年間平均受給者数

平成 27年度
円／人 円／人

35,162.00 33,816.00 

指標の説明 円／人 円／人

（指標式）
平成 28年度 35,674.00 35,162.00 

平成 29年度
円／人 円／人

36,444.00 35,674.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 305,615,861 円 決 算 額 310,540,708円
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I. 事業の目的体系

1 事業名 障がい者医療費事業 Iコード 01 1 03 I 01 03 I 05 I -

基本目標： 目標 I健康で元気に暮らせるまち
2総合計画の
施策体系 基本施策： 4 社会保障制度を適切に運用する

施策の展開方向： (4)福祉医療制度の適正な運用

II. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 障がい者医療の受給者

2 働きかける相手（対象） 医療機関及び国民健康保険団体連合会

どのような状態に
心身障がい者の福祉の経済的な負担を軽減し、安心して医療を受けられるようにします。

3 
したいのか（意図）

障がい者医療費事業
(1) 障がい者医療費（精神障がい者及び後期高齢者医療制度加入者を除く）
下記に該当する者に対して受給者証を交付し、医療機関での保険診療に係る自己負担額を助成しました。

4 
ア 身体障害者手帳 1-3級の人 (65歳未満）
イ 4級の腎臓機能障がいの人

評
ウ 4-6級の進行性筋萎縮症の人

！ 
工 療育手帳A・B判定の人 (A判定のみ65歳未満）
オ 自障閉症状群と診断された人
(2) 精神 がい者医療費（後期高齢者医療制度加入者を除く）
ア 精神障がい者自立支援医療受給者に対して受給者証を交付し、精神疾患通院分の医療費の自己負担額を助成

度 しました。

に イ 精神障がい者自立支援医療受給者等に対し、精神疾患の入院医療費の自己負担額の2分の 1を助成しまし

ど た。

の ウ 精神障害者保健福祉手帳 (65歳病未満）の 1・2級の人に対し、平成26年8月1日から助成対象範囲を拡大
よ し、通院・入院についても全疾 で医療費の自己負担額を現物給付で助成しました。

l 
.... 
と

施羹
し
た
の
か

年間平均受給者数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 人 人 個別計画による目標値
平成 26年度 833.00 はありません。

活

靡 平成 27年度
人 人
883.00 

標 指標の説明 人 人

（指標式）
平成 28年度 947.00 

平成 29年度
人 人

1,005.00 

1人当たり医療費 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 円／人 円／人 前年度実績値
平成 26年度

成
111,024.00 103,021.00 

! 
年間医療費／年間平均受給者数

平成 27年度
円／人 円／人

106,908.00 111,024.00 

指標の説明 円／人 円／人

（指標式）
平成 28年度 101,450.00 106,908.00 

平成 29年度
円／人 円／人
95,162.00 101,450.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 96,073,453 円 決 算 額 95,637,565円
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I. 事業の目的体系

1 事業名 母子・父子家庭医療費事業 Iコート・J01 1 03 01 1 03 I 06 -
基本目標： 目標I健康で元気に暮らせるまち

2 総合計画の
施策体系 基本施策 ： 4 社会保障制度を適切に運用する

施策の展開方向： (4)福祉医療制度の適正な運用

ll. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 母子・父子家庭医療の受給者

2 働きかける相手（対象） 医療機関及び国民健康保険団体連合会

どのような状態に
母子・父子家庭の経済的な負担を軽減し、安心して医療を受けられるようにします。

3 
したいのか（意図）

母子・父子家庭医療費事業
母子、父子家庭の18歳の年度末までの児童及びその保護者等となる父母に対して受給者証を交付し、医療機関での
保険診療に係る自己負担額を助成しました。

4 
また、 1年ごとに資格確認を行い、受給者証を更新しました。

評
価

i 
度
に
ど
の
よ
う
な
し一

と

羹施
し
た
の
か

年間平均受給者数 年 度 実 績 値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 人 人 個別ぁ計画による目標値
平成 26年度 656.00 は りません。

活

胃 平成 27年度
人 人

664.00 
標 指標の説明 人 人

（指標式）
平成 28年度 645.00 

平成 29年度
人 人

583.00 

1人当たり医療費 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 円／人 円／人 前年度実績値
平成 26年度 34,342.00 32,880.00 

成

e 年間医療費／年間平均受給者数 平成 27年度 円／人 円／人

36,629.00 34,342.00 

指標の説明 平成 28年度
円／人 円／人

（指標式） 40,444.00 36,629.00 

平成 29年度
円／人 円／人

38,132.00 40,444.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 26,086,330 円 決 算 額 22,230,746円
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I. 事業の目的体系

1 事業名 後期高齢者福祉医療費給付事業 Iコード 01 I 03 01 03 01 I -
基本目標： 目標 I 健康で元気に暮らせるまち

2 総合計画の
施策体系 基本施策： 4 社会保障制度を適切に運用する

施策の展開方向： (3)後期高齢者医療制度の適正な運用

II. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 後期高齢者福祉医療の受給者

2 働きかける相手（対象） 医療機関及び国民健康保険団体連合会

どのような状態に
受給対象者の経済的な負担を軽減し、安心して医療を受けられるようにします。

3 
したいのか（意図）

後期高齢者福祉医療費給付事業
後期高担齢者医療保険に加入する次の要件に該当する方に対して、受給者証を交付し、医療機関での保険診療に係る
自己負額を助成しました。

4 
(1) 障がい者医療該当者
(2) 準母子・父子家庭の祖条父母

評
(3) 精神保健福祉法第29 の措置入院患者

i 
(4) 結核予防法第29条の命令入高所者
(5) 寝たきり高齢者及び認知症 齢者（要介護度4又は5)で町民税非課税世帯の人
(6) 精神障がい者医療該当者

に
ど
の
よ
う
な
'-

と

施羹
し
た
の
か

年間平均受給者数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 人 人 個別計画による目標値
平成 26年度 467.00 はありません。

活
動

平成 27年度
人 人

儡
489.00 

指標の説明 人 人

（指標式）
平成 28年度 515.00 

平成 29年度
人 人

518.00 

1人当たり医療費 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 円／人 円／人 前年度実績値
平成 26年度

成
96,365.00 97,241.00 

! 
年間医療費／年間平均受給者数

平成 27年度
円／人 円／人

99,195.00 96,365.00 

指標の説明 円／人 円／人

（指標式）
平成 28年度 94,568.00 99,195.00 

平成 29年度
円／人 円／人

101,604.00 94,568.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 48,702,424 円 決 算 額 52,630,860円
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I. 事業の目的体系

1. 事 業 名 自立支援医療費事業 |コート・J01 03 i 01 I 03 I os -
基本目標 ： 目標I健康で元気に暮らせるまち

2. 総施合策計体画の系 基本施策 ： 4 社会保障制度を適切に運用する

施策の展開方向： (4)福祉医療制度の適正な運用

II. (Do)内部事務の内容

1 誰のために（受益者） 更生医療受給者、育成医療受給者

：：ロニ:)I::;;~ 芹；；；；：：：~::::::~:::::の負担を軽減し、安心して医療
したいのか（意図）

1 更生医療扶助事業
身体障がい者の身体機能の回復を図るために必要となる医療費に係る自己負担分の支給を行いました。
なお、対象者は、視覚、聴覚、言語、心臓、腎臓、小腸、免疫障がい及び肢体不自由の方です。

4
 2 育成医療費扶助事業

； 
評 1 満18歳に満たない障がい児で、その身体障がいを除去、軽減する手術等の治療によって確実に効果が期待できる

対
価 者に対してその医療に係る自己負担分の支給を行いました。

Jとを実施したのか

更生医療扶助料受給者数（年平 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値
指 標 名 均） 人 人個別計画による目標値

5 平成 26年度 102.00 はありません。

活 人 人

靡
平成 27年度 102.00 

指標の説明
平成 28年度

人I 人
標（指標式） 100.00 

平成 29年度
人I 人
113.00 

6 直接事業費計1 前年度決算額 20,396,927 円 決 算 額 24,967,162 円
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I. 事業の目的体系

1 事業名 不妊治療費事業 Iコート・101 03 i 01 03 09 1-
基本目標： 目標 I 健康で元気に暮らせるまち

2 総合計体画の
施策 系 基本施策： 4 社会保障制度を適切に運用する

施策の展開方向： (4)福祉医療制度の適正な運用

Il. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） I不妊症や不育症に悩む夫婦

2 働きかける相手（対象） 不妊症や不育症に悩む夫婦

どのような状態に
不妊や不育に悩む夫婦に対し、治療に係る経済的な負担の軽減が図られるようにします。

3 
したいのか（意図）

不妊治療費事業
(1) 不妊に悩む夫婦に対し、不妊治療に要する費用の一部を助成しました。
ア 一般不妊治療 39件

4 
イ 特定不妊治療 49件
(2) 不育症に悩む夫婦に対し、不育症治療に要する費用の一部を助成しました。

評
不育症治療 1件

価

乱
年
度
に
ど
の
よ
う
な

ー`と

羹施
し
た
の
か

不妊治療申請延べ件数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 件 件 個別ぁ計画による目標値
平成 26年度 114.00 は りません。

活
動

平成 27年度
件 件

指 99.00 
標 指標の説明 件 件

（指標式）
平成 28年度 110.00 

平成 29年度
件 件

88.00 

不妊治療助成金支給額 年 度 実績値 目 標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 円 円 前年度実績
平成 26年度 7,536,756.00 6,865,242.00 

成

雷 平成 27年度
円 円

6,499,146.00 7,536,756.00 
標 指標の説明 円 円

（指標式）
平成 28年度 7,290,541.00 6,499,146.00 

平成 29年度
円 円

5,913,033.00 7,290,541.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 7,290,541 円 決 算 額 5,955,233円
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I. 事業の目的体系

1. 寧 業 名 後期高齢者医療特別会計負担金事業 |コート・I01 03 I 01 J 03 I 10 -
基本目標： 目標 I 健康で元気に暮らせるまち

2. 総合計画の 基本施策： 4 社会保障制度を適切に運用する
施策体系

施策の展開方向： (3)後期高齢者医療制度の適正な運用

Il. (Do)内部事務の内容

1 誰のために（受益者） 後期高齢者医療被保険者

二五霊霊：：：計の健全な財政運営を確保し、後期高

しまし出支こ
••• 
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評
価
対
象
年
度
に
ど
の
よ
う
な

」とを実施したのか

後期高齢者医療特別会計繰出金 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値
指 標 名 額（事務費） 円 円個別計画による目標値平成 26年度

5 
2,200,000.00 はありません。

円 円
活 平成 27年度 2,633,780.00 

＇ 
指標の説明

平成 28年度
円 円

（指標式） 3,833,000.00 

平成 29年度
円I 円

3,978,000.00 

6 直接事業費計 I前年度決算額 336,290,730 円 決 算 額 371,153,717 円
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I. 事業の目的体系

1. 事 業 名 未熟児養育医療費事業 Iコード 01 I 03 I 01 03 I 11 I -
基本目標： 目標 I 健康で元気に暮らせるまち

2 施総合策計体画の系 基本施策： 4 社会保障制度を適切に運用する

施策の展開方向： (4)福祉医療制度の適正な運用

Il. (Do)内部事務の内容

; ::： ::~~::~I::::~::::: 険団体連合会、社会保険診療報酬支払基金
どのような状態に

出生時の体重が2,000g以下の未熟児に対する医療費等を助成することで、経済的負担の軽減

3 を図ります。
したいのか（意図）

未熟児養育医療費事業
出生時の体重が2,OOOg以下の未熟児に対する入院医療費等に係る自己負担分の支給を行いました。

4

評
価
対
象
年
度
に
ど
の
よ
う
な

Jとを実施したのか

未熟児養育医療扶助料受給者 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

指 標 名 人 人 1個別計画による目標値
5 平成 26年度 7.00 はありません。

活 権限移譲による平成25年度から 人 人

冒 の新規事業
平成 27年度 10.00 

指標の説明
平成 28年度

人I 人
標（指標式） 9.00 

平成 29年度 人I 人

12.00 

6 直接事業費計前年度決算額

＇ 

I決2,478,370 円 算 額 3,559,837 円
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I. 事業の目的体系

,. 事 業 名後期高齢者長寿健診事業 |コード 01 03 01103 i12 -

基本目標： 目標 I 健康で元気に暮らせるまち

2. 総施合策計体画の系 基本施策： 4 社会保障制度を適切に運用する

施策の展開方向： (4)福祉医療制度の適正な運用

II. (Do)内部事務の内容

1 誰のために（受益者） 1後期高齢者医療被保険者
2 働きかける相手（対象） 1後期高齢者医療被保険者

どのような状態に
生活習慣病を早期に発見することにより、適切な医療につなげて疾病予防、重症化予防及び健

3 康増進を図り、将来的な医療費抑制を図ります。
したいのか（意図）

しヽ行を診健寿長で態形診受の類種2
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評
価
対
象
年
度
に
ど
の
よ
う
な

Jとを実施したのか

受診者数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

指 標 名 人 人個別計画による目標値
5 平成 26年度

1,202.00 はありません。

活 長寿健診受診者数 人 人

開
平成 27年度 1,304.00 

指標の説明
平成 28年度

人I 人
標（指標式） 1,476.00 

平成 29年度
人I 人

1,578.00 

6 直接事業費計 1 前年度決算額 12,499,558 円 決 算 額 13,406,811 円
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款 3 民生費 予 算 現 額 22,617,680円

項 1 社会福祉費 決 算 額 19,527,455円

目 4 老人福祉費 前年度決算額 21,821,336 円

対 前 年 比 89.5 % 

I. 事業の目的体系

1 寧 業 名 老人福祉一般管理事業 |コード 01 I 03 I 01 04 02 I -
基本目標： 目標 I 健康で元気に暮らせるまち

2 施総合策計体画の系 基本施策 ： 5 福祉サービスを充実するとともに地域との連携を図る

施策の展開方向： (2)高齢者の社会参加

Il. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 高齢者

2 働きかける相手（対象） 高齢者

どのような状態に
高齢者が健康で生きがいを持って生活できるようにするとともに、老人福祉事務が円滑かつ効

3 率的に実施できるようにします。
したいのか（意図）

老人福祉一般管理事業
(1) 諸輪•白土地区のゲートポール場及7びrri駐車場用地を借地しました。
ア 諸輪ゲートポール場 1, 33 

4 
イ 白土ゲートポール場 1, 061ポ
ウ 白土ゲートボール場駐車場 426ni 

評
(2) 避難行動要支援者の登録及び救急安心カードの配布を行いました。避難行動要支援者登録については、 3年に
一度の一斉更新の年で、登録の意思確認や連絡先の再確認のために、対象者全員 (75歳以上の方でひとり暮らし

価
又は75歳以上を含む高齢者 (65歳以上）のみの世帯）へ登録申請書を送付しました。 （平成30年3月末現在）

対
象 ア 避難行動要支援者登録世帯 1,084世帯 1,591人

芦
イ 救急安心カード配布者 2,314人
(3) 高齢者元気サポート事業を実施しました。

に 一日を通じていこまい館で楽しみながら学んでもらうため、一般高齢者向けに既存の介護予防教室や事業と重

ど 複しないよう、コーディネーション運動やカラオケ、自由時間を設けるなど、健康づくりを通した事業を行いま

の した。

よ ア開催日 平成29年6月29日～平成30年3月1日
う イ 延べ参加者数 69人
な ウ実施回数 8回

ー`
と
を

i 
し
た
の
か

高齢者人口 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 人 人 個別計画による目標値
平成 26年度 8,995.00 はありません。

活

信
65歳以上の高齢者人口（各年度

平成 27年度
人 人

末） 9,286.00 
標 指標の説明 人 人

（指標式）
平成 28年度 9,502.00 

平成 29年度
人 人

9,656.00 

避難行動要支援者世帯登録率 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 ％ ％ 前年度実績値
平成 26年度 58.16 50.50 

成

雷 避難行動要支援者登録世帯数
平成 27年度

％ ％ 

775歳以上ひとり暮らし高齢者 48.82 58.16 

標 指標の説明 世帯及び75歳以上を含む高齢者 ％ ％ 

（指標式） (65歳以上）のみ世帯数
平成 28年度 49.74 48.82 

平成 29年度
％ ％ 

47.40 49.74 

7 直接事業費計 前年度決算額 3,080,163 円 決 算 額 3,188,612円
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I. 事業の目的体系

1. 事 業 名老人福祉施設入所事業 |コート・J01 03 01 I 04 1 03 -
基本目標 ： 目標 I 健康で元気に暮らせるまち

2. 総施合策計体画の系 基本施策 ： 5 福祉サービスを充実するとともに地域との連携を図る

施策の展開方向： (3)高齢者の福祉サービスの充実

ll. (Do)内部事務の内容

1 誰のために（受益者） 家庭環境や経済的理由により居宅での生活が困難な高齢者及びその家族

2 働きかける相手（対象） 1家庭環境や経済的理由により居宅での生活が困難な高齢者及びその家族

どのような状態に
3 
したいのか（意図）

老人福祉法に基づく入所措置を適正に行い、家庭環境や経済的理由により居宅での生活が困難
になっても、高齢者が安心して生活を送ることができるようにします。

4
評
価
対
象
年
度
に
ど
の
よ
う
な
J

と
を
実
施
し
た
の
か

老人福祉施設入所事業
(1) 入所判定事業
老人福祉法第11条第 1項第 1号の規定に基づき養護老人ホームヘ入所している高齢者 (1名）の状況を施設か
らの報告、本人への面接により調査し、入所継続の審査・判定を行いました。
町において入所継続が適当であると判断し、入所判定委員会を開催し報告しました。

(2) 老人福祉施設入所措置事業
ア 養護老人ホームに入所している高齢者 (1名）について、入所継続の要否を確認して入所措置を継続しまし
た。
イ入所期間平成21年4月1日～平成30年3月6日
ウ 入所措置終了理由 措置対象者死亡（平成30年3月6日死亡）

養護老人ホーム措置者数（実人 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

指 標 名 数） 人 人個別計画による目標値
5 平成 26年度 1.00 はありません。

活 養護老人ホーム入所者数 人 人

開
平成 27年度 1.00 

指標の説明
平成 28年度

人I 人
標（指標式） 3.00 

平成 29年度 人I 人

1.00 

6 直接事業費計1 前年度決算額 4,389,047 円 決 算 額 2,009,234 円
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款 3 民生費 予 算 現 額 22,617,680円

項 1 社会福祉費 決 算 額 19,527,455円

目 4 老人福祉費 前年度決算額 21,821,336円

対 前 年 比 89.5 % 

I. 事業の目的体系

1 事 業 名 高齢者在宅支援サービス事業緊急通報システム関係事業 Iコート・I01 I 03 I 01 04 04 I 01 
基本目標： 目標I 健康で元気に暮らせるまち

2 総施合策計体画の系 基本施策 ： 5 福祉サービスを充実するとともに地域との連携を図る

施策の展開方向： (3)高齢者の福祉サービスの充実

II. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 在宅の要援護高齢者及びひとり暮らし高齢者並びにその家族

2 働きかける相手（対象） 在宅の要援護高齢者及びひとり暮らし高齢者並びにその家族

どのような状態に
ひとり暮らし高齢者の緊急時への不安が軽減されるようにします。

3 
したいのか（意図）

緊急通報システム関係事業
急病や事故等の緊急時に、尾三消防本部と利用者が直接連絡ができる緊急通報装置を申請者宅に設置しました。
利用者からの通報を尾三消防組合・豊明市・長久手市消防指令センターで受信し、緊急連絡先に記載された親族及

4 
び役場へ連絡します。必要に応じて、通報された利用者宅へ救急隊が出動し、病院に搬送します。
(1) 新規設置台数 5台

評
(2) 年度末設置済台数 186台

価
(3) 緊急通報システムによる救急隊出動件数 29件

対
象

芦
に
ど
の
よ
う
な
'-

と
を
実
施
し
た
の
か

緊急通報システム設置台数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 台 台 東郷町高齢施者標福祉計画平成 26年度 232.00 265.00 による実目数値
活

靡
各年度3月末現在の設置済み数

平成 27年度
台 台
208.00 281.00 

標 指標の説明 台 台

（指標式）
平成 28年度 196.00 305.00 

平成 29年度
台 台
186.00 329.00 

緊急通報発報率 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 ％ ％ 前年度実績値
平成 26年度 12.93 14.93 

成

』
緊急通報発報件数十設置台数

平成 27年度
％ ％ 

X 100 14.42 12.93 

指標の説明 ％ ％ 

（指標式）
平成 28年度 12.24 14.42 

平成 29年度
％ ％ 

15.59 12.24 

7 直接事業費計 前年度決算額 689,048 円 決 算 額 1,222,491円
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I. 事業の目的体系

1 事業名 高齢者在宅支援サービス事業高齢者タクシー助成事業 Iコード 01 03 01 !04 104 02 
基本目標： 目標 I 健康で元気に暮らせるまち

2 総合計画の
施策体系 基本施策： 5 福祉サービスを充実するとともに地域との連携を図る

施策の展開方向： (3)高齢者の福祉サービスの充実

ll. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） ひとり暮らし高齢者及び高齢者のみの世帯

2 働きかける相手（対象） ひとり暮らし高齢者及び高齢者のみの世帯

どのような状態に
ひとり暮らし高齢者及び高齢者のみ世帯の家計の経済的な負担を軽減し、外出が促進されるよ

3 うにします。
したいのか（意図）

高齢者タクシー料金助成事業
ひとり暮らし高齢者及び高齢者のみ世帯の75歳以上の高齢者のうち、低所得で自家用車などの交通手段のない方の
通院や買い物などの外出を支援するため、タクシー利用券 (1枚当たり基本料金相当額500円、年間24枚まで）を交

4 
付しました。
(1) 利用券交付冊数 (24枚綴） 164冊

評
(2) 年間利用回数 1. 915回

価

！ 
に
ど
の
よ

i 
'-

と

羹施
し
た
の
か

タクシー利用券交付冊数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 冊 冊 東郷町高実齢施者標福祉数計値画平成 26年度 125.00 170.00 による 目
活
動 タクシー利用券交付冊数

平成 27年度
冊 冊

指 140.00 190.00 
標 指標の説明 冊 冊

（指標式）
平成 28年度 149.00 210.00 

平成 29年度
冊 冊
164.00 240.00 

年間利用回数 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 回 回 東郷町高齢者福祉計画
平成 26年度

成
1,698.00 2,380.00 による実施目標数値

e 年間利用回数合計 平成 27年度
回 回

1,746.00 1,950.00 

指標の説明 回 回

（指標式）
平成 28年度 1,834.00 3,150.00 

平成 29年度 回 回

1,915.00 3,450.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 994,764 円 決 算 額 998,712円
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I. 事業の目的体系

1 事業名 高齢者在宅支援サービス事業理髪サービス事業 |コード 01 I 03 1 o, 04 04 I 03 
基本目標： 目標 I 健康で元気に暮らせるまち

2 総合計体画の
施策 系 基本施策： 5 福祉サービスを充実するとともに地域との連携を図る

施策の展開方向： (3)高齢者の福祉サービスの充実

Il. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 在宅の寝たきり高齢者及び重度身体障がい者

2 働きかける相手（対象） 在宅の寝たきり高齢者及び重度身体障がい者

どのような状態に
在宅の寝たきり高齢者及び重度身体障がい者が、衛生的で安らかな生活を送れるようにしま

3 す。
したいのか（意図）

理髪サービス事業
心身の障がいや傷病等の理由により、一般的な理髪が困難である高齢者や障がい者に対して、店舗又は居宅で理
髪サービスを受けられる理髪券を交付しました。

4 
(1) 利用者数 26人
(2) 延べ利用者数 42人（年3回： 5月、 8月、 11月）

評
価

旦
臣
に
ど
の
よ
う
な
,._ 

と
を

塁
し
た
の
か

利用者数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 人 人 東郷町高実齢施者福標祉数値計画平成 26年度 48.00 25.00 による 目
活

i 
理髪券交付者数

平成 27年度
人 人

34.00 42.00 

指標の説明 人 人

（指標式）
平成 28年度 28.00 44.00 

平成 29年度
人 人

26.00 46.00 

延べ利用者数 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 人 人 東郷町高齢者福祉計画
平成 26年度

成
65.00 56.00 による実施目標数値

! 
理髪サービス延べ利用者数 平成 27年度

人 人

60.00 63.00 

指標の説明 人 人

（指標式）
平成 28年度 48.00 66.00 

平成 29年度
人 人

42.00 70.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 225,200 円 決 算 額 178,800円
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I. 事業の目的体系

1 事業名 高齢者在宅支援サービス事業寝具洗濯サービス事業 Iコート・101 03 01 1 04 I 04 I 04 

基本目標： 目標I健康で元気に暮らせるまち
2 総合計画の
施策体系 基本施策： 5 福祉サービスを充実するとともに地域との連携を図る

施策の展開方向： (3)高齢者の福祉サービスの充実

Il. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 在宅の寝たきり高齢者及び重度身体障がい者

2 働きかける相手（対象） 在宅の寝たきり高齢者及び重度身体障がい者

どのような状態に
在宅の寝たきり高齢者及び重度身体障がい者が、衛生的で安らかな生活を送れるようにしま

3 す。
したいのか（意図）

寝具洗濯サービス事業
寝具（掛布団、敷布団、毛布）の衛生管理のため、水洗い及び乾燥消毒のサービスを行いました。
(1) 登録者数 2人

4 
(2) 延べ利用者数 5人（年3回： 7月、 11月、 3月）

評
価

! 
に
ど
の
よ
う
な
'-

と

羹施
し
た
の
か

登録者数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 人 人 東郷町高齢施者福祉数値計画平成 26年度 6.00 3.00 による実 目標
活

＇ 
寝具洗濯サービス事業登録者数

平成 27年度
人 人

（年度内に 1度でも登録した 4.00 4.00 

指標の説明 者） 人 人

（指標式）
平成 28年度 2.00 5.00 

平成 29年度
人 人

2.00 6.00 

延べ利用者数 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 人 人 東郷町高齢者福祉計画
平成 26年度 10.00 9.00 による実施目標数値成

e 寝具洗濯サービス事業延べ利用 平成 27年度 人 人

者数 3.00 12.00 

指標の説明 人 人

（指標式）
平成 28年度 5.00 15.00 

平成 29年度
人 人

5.00 18.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 12,998 円 決 算 額 9,508円
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I. 事業の目的体系

1 事業名 高齢者在宅支援サービス事業高齢者等ヘルパー派遣事業 |コード 01 J 03 I 01 04 04 I 05 
基本目標： 目標I健康で元気に暮らせるまち

2総合計画の
施策体系 基本施策： 5 福祉サービスを充実するとともに地域との連携を図る

施策の展開方向： (3)高齢者の福祉サービスの充実

II. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 在宅の要援護高齢者及びひとり暮らし高齢者並びにシルバーハウジング入居者

2 働きかける相手（対象） 在宅の要援護高齢者及びひとり暮らし高齢者並びにシルバーハウジング入居者

どのような状態に
介護保険の対象とならない高齢者やシルバーハウジング入居者等が住み慣れた居宅で自立した

3 生活を送れるようにします。
したいのか（意図）

高齢者等ヘルパー派遣事業
(1) シルバーハウジング入居者への生活援助
シルバーハウジングにヘルパー有資格者を派遣し、入居者の安否確認や軽易な日常生活の援助を行いました。

4 
ア利用者数 5人
イ 延べ派遣時間 243時間

評
(2) 車いす利用者への外出支援

価
ヘルパー有資格者が乗務する福祉車両により、外出が困難な車いす利用者の通院等を支援しました。

旦
ア利用者数 3人
イ 延べ利用回数 79回

臣
に
ど
の
よ
う
な
..... 
と

羹施
し
た
の
か

シルバーハウジング利用者数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 人 人 個別計画による目標値
平成 26年度 7.00 はありません。

活

＇ 
ヘルパー等利用者

平成 27年度
人 人

6.00 

指標の説明 人 人

（指標式）
平成 28年度 6.00 

平成 29年度
人 人

5.00 

在宅介護率 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 ％ ％ 前年度実績値の1ポイン
平成 26年度 81.26 81.50 ト増成

e （介護認定者一施設入所者）＋ 平成 27年度 ％ ％ 

介護認定者 X100 81.50 82.26 

指標の説明 ※在宅介護率は在宅で介護され ％ ％ 

（指標式） ている要介護者の割合
平成 28年度 81.19 82.50 

平成 29年度
％ ％ 

81.28 82.19 

7 直接事業費計 前年度決算額 1,226,220 円 決 算 額 1,229,972円
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款 3 民生費 予 算 現 額 I 18,465.446 円

項 1 社会福祉費 決 算 額 17,754,677 円

目 5 老人憩の家管理費 前年度決算額 5,985,337 円

対 前 年 比 296.6 % 
I. 事業の目的体系

1. 事 業 名 老人憩の家管理事業 Iコート・I01 l 03 I 01 l 05 I 01 -
基本目標： 目標I健康で元気に暮らせるまち

2. 総施合策計体画の系 基本施策 ： 5 福祉サービスを充実するとともに地域との連携を図る

施策の展開方向： (2)高齢者の社会参加

II. (Do)内部事務の内容

1 誰のために（受益者） 老人憩の家を利用する高齢者

2 働きかける相手（対象） 老人憩の家の施設・設備

どのような状態に
施設の機能を適正に維持管理することで、利用者が快適に健康増進やレクリエーションを楽し

3 むことができるようにします。
したいのか（意図）

4

評
価
対
象
年
度
に
ど
の
よ
う
な
J

と
を
実
施
し
た
の
か

老人憩の家管理事業
(1) 老人憩の家の各種機械設備等の保守点検を始め修繕工事など、施設の維持管理を実施しました。
ア警備業務 年間
イ 空調機器清掃点検保守委託年4回
ウ 消防設備保守点検
(7) 機器点検 年1回
（イ）施設点検 年1回
工浄化槽保守点検 年6回
オ自動ドア保守点検 年4回
力受水槽点検 年1回
(2) 老人憩の家の老朽化等に伴い、いこまい館内に老人憩の家の機能を移転することとし、シニアハウスを整備し
ました。

老人憩の家開放日数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値
指 標 名 日 日個別計画による目標値平成 26年度

51 244.00 はありません。

土、日、祝日及び年末年始を除 日 日
活 く毎日

平成 27年度 242.00 
動 指標の説明 日I 日指
（指標式） 平成 28年度

243.00 標

平成 29年度
日1 日

243.00 

6 直接事業費計 I前年度決算額 2,510.427 円 決 算 額 14,557,725 円
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I. 事業の目的体系

1 事業名 老人憩の家運営事業 |コード 01 I 03 I o, os 02 I -
基本目標： 目標I 健康で元気に暮らせるまち

2 総合計体画の
施策 系 基本施策： 5 福祉サービスを充実するとともに地域との連携を図る

施策の展開方向： (2)高齢者の社会参加

II. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 老人憩の家を利用する高齢者

2 働きかける相手（対象） 老人憩の家を利用する高齢者、老人クラブ

どのような状態に
高齢者が互いに親睦・交流を深め、自らの心身の健康を保持できるようにします。

3 
したいのか（意図）

老人憩の家運営事業
(1) 老人憩の家の運営、清掃等のための臨時職員（用務員2名）を雇用しました。
(2) 利用者のレクリエーションに必要な通信カラオケを賃貸借しました。

4 
(3) 老人憩の家年間利用者数 4,915人
ア 地区老人クラブ 4,435人

評
イ カラオケクラブ 377人

i 
ウ陶芸クラブ 103人

に
ど
の
よ

i 
'-

と

施羹
し
た
の
か

老人憩の家利用人数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 人 人 個別計画による目標値
平成 26年度 5,510.00 はありません。

活

＇ 
老人憩の家延べ利用人数

平成 27年度
人 人

5,361.00 

指標の説明 人 人

（指標式）
平成 28年度 5,343.00 

平成 29年度
人 人

4,915.00 

施設利用率 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 ％ ％ 前年度実績値
平成 26年度 17.05 17.46 

成

! 
年間施設利用者数+(老人クラ

平成 27年度
％ ％ 

ブ会員数2.712名X12月） X 100 16.28 17.05 

指標の説明
平成 28年度

％ ％ 

（指標式） 16.34 16.28 

平成 29年度
％ ％ 

15.10 16.34 

7 直接事業費計 前年度決算額 3,474,910 円 決 算 額 3,196,952円



―  114  ―

款 3 民生費 予 算 現 額 4.468.000円

項 1 社会福祉費 決 算 額 4.435,524 円

目 6 国民年金費 前年度決算額 4,017,481 円

対 即．． 年 比 110.4 % 
I. 事業の目的体系

1. 事 業 名 国民年金事業 |コート・I01 03 I 01 I 06 I 02 I -
基本目標 ： 目標 I 健康で元気に暮らせるまち

2. 総合計画の 基本施策 ： 4 社会保障制度を適切に運用する施 策体 系

施策の展開方向： (5)国民年金業務の適正な運営

II. (Do)内部事務の内容

1 誰のために（受益者） 120歳到達者や資格の異動者等

2 働きかける相手（対象） 1第 1号被保険者（町内に住所を有する農業、自営業、学生などで20歳から60歳未満の人）

どのような状態に
国民年金法及び国民年金市町村事務処理基準に基づく国民年金事務を適正に遂行し、将来の年

3 金生活の向上が図られるようにします。
したいのか（意図）

゜
たしまし達進ヘ構機金年本日しヽ行を

付

務

受

事

の
る

届

す

況
関

現
に

び

金

及

年

理
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民

理

受
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受

の
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理
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に
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特

係

者

基

出

付

に

給

談

理

届

査

納

付

受
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悶
竺
翌
鐸

村
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町
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免
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業
市
の
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料
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金
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資

転

保

裁

20
年

年

民
民

国

m②
③
④
固
⑥

国

4

評
価
対
象
年
度
に
ど
の
よ
う
な

Jとを実施したのか

第 1号被保険者数（平成30年3 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

指 標 名 月末日） 人 人個別計画による目標値平成 26年度
5 4,676.00 はありません。

人 人
活 平成 27年度 4,575.00 

＇ 
指標の説明

平成 28年度
人I 人

（指標式） 4,470.00 

平成 29年度
人I 人

4,326.00 

6 直接事業費計 I前年度決算額 592,632 円 決 算 額 584,970 円
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款 3 民生費 予 算 現 額 5,339,000円

項 1 社会福祉費 決 算 額 4,879.483円

目 7 しあわせのまち推進費 前年度決算額 4,893,573円

対 月.、IJ" 年 比 99.7 % 

I. 事業の目的体系

1 寧 業 名 高齢者生きがい対策事業敬老訪問事業 |コード 01 I 03 I 01 01 01 I 01 
基本目標： 目標 I 健康で元気に暮らせるまち

2 総施 合計画の
策体系

基本施策 ： 5 福祉サービスを充実するとともに地域との連携を図る

施策の展開方向： (2)高齢者の社会参加

II. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 満88歳、満99歳の高齢者及び最高齢

2 働きかける相手（対象） 満88歳、満99歳の高齢者及び最高齢

どのような状態に
長年にわたり社会に貢献された高齢者が敬われ、いつまでも生きがいをもって生活していただ

3 けるようにします。
したいのか（意図）

敬老訪問事業
(1) 敬老訪問
町内の満88歳 ・99歳、最高齢の方を対象に長年社会に貢献されたことに対し感謝の意を表し、その長寿をお祝

4 
いしました。 （年 1回 9月）
祝い品支給者 112人（対象者 113人）

評
ア満88歳ひざ掛け (2,000円相当） 101人（対象者 102人）

価 イ 満99歳齢 時計付写真たて (3. 000円相当） 10人（対象者 10人）

: ウ最高 お茶 (5,000円相当） 1人（対象者 1人）
(2) 長寿番付表の作成

芦
番付表に掲載されることを励みとしていただくため、 92歳以上の高齢者100人の長寿番付表を作成しました。

に
ど
の
よ
う
な
.... 
と

占施
し
た
の
か

祝い品支給者数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 人 人 個別ぁ計画による目標値
平成 26年度 96.00 は りません。

活
動 満88歳 ·99歳•最高齢の方の数

平成 27年度
人 人

指 110.00 
標 指標の説明 人 人

（指標式）
平成 28年度 116.00 

平成 29年度
人 人
112.00 

支給率 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 ％ ％ 全対象者に支給
平成 26年度 100.00 100.00 

成

胄 支給者数十対象者数X100 
平成 27年度

％ ％ 

98.21 100.00 
標 指標の説明

平成 28年度
％ ％ 

（指標式） 100.00 100.00 

平成 29年度
％ ％ 

99.12 100.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 252,034 円 決 算 額 251,602円
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款 3 民生費 予 算 現 額 5,339,000円

項 1 社会福祉費 決 算 額 4,879,483円

目 7 しあわせのまち推進費 前年度決算額 4,893,573円

対 前 年 比 99.7 % 

I . 事業の目的体系

1 事 業 名 高齢者生きがい対策事業老人クラブ運営費補助事業 |コード 01 03 01 I 01 01 02 
基本目標： 目標I健康で元気に暮らせるまち

2 施総合策計体画の系 基本施策 ： 5 福祉サービスを充実するとともに地域との連携を図る

施策の展開方向： (2)高齢者の社会参加

II. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 老人クラブ会員

2 働きかける相手（対象） 老人クラブ

どのような状態に

3 したいのか（意図）

老人クラブの活動や地域との交流を通して、生きがいのある日々を送れるようにします。

老人クラブ運営費ブ補助事業
(1) 老人クラ 助成事業
地区老人クラブごとに65歳以上の会員数に応じて補助金を交付しました。

4 
ア 交付金額 2,586,510円 (50,400円X単位クラブ数十65歳以上会員数x510円）
イ 会員数 2,712人（うち、 65歳以上会員数 2,601人）

評
(2) 花壇管理事業

価
各地区の花壇管理面積に応じて補助金を交付しました。

対 ア交付金額

象 903,028円

臣
イ 交付単価
花壇面積1ni当たり1,550円以内

に ウ 整備箇所数及び面ポ積 (15地区合計）

ど 28か所 582. 60 

の
よ
う
な

―̀ と
を

塁
し
た
の
か

老人クラブ会員数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 人 人 個別ぁ計画による目標値
平成 26年度 2,693.00 は りません。

活
動 東郷町各単位老人クラブ会員数

平成 27年度
人 人

且 の合計 2,745.00 

指標の説明 人 人

（指標式）
平成 28年度 2,725.00 

平成 29年度
人 人

2,712.00 

老人クラブ加入率 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 ％ ％ 前年度実績値
平成 26年度 23.91 25.16 

成

』
老人クラブ会員数+60歳以上人

平成 27年度
％ ％ 

口X100 24.10 23.91 

指標の説明 ％ ％ 

（指標式）
平成 28年度 23.72 24.10 

平成 29年度
％ ％ 

22.68 23.72 

7 直接事業費計 前年度決算額 3,998,375 円 決 算 額 3,940,038円
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I. 事業の目的体系

1 事業名 高齢者生きがい対策事業老人クラブスポーツ事業 Iコード 01 1 03 I 01 01 01 03 
基本目標： 目標 I 健康で元気に暮らせるまち

2 総施合策計体画の系 基本施策： 5 福祉サービスを充実するとともに地域との連携を図る

施策の展開方向： (2)高齢者の社会参加

Il. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 老人クラブ会員

2 働きかける相手（対象） 老人クラブ

どのような状態に
生きがいを持ち、健康で活発な高齢者を増やし、スポーツを通じた会員相互の親睦が図られる

3 したいのか（意図）
ようにします。

老人クラブスポーツ事業
気軽に参加できる老人クラブ対抗のスポーツ大会を老人クラブ連合会と共催し、心身の健康の保持及び会員相互の
親睦を図り、延べ454名が参加しました。

4 
(1) ゲートボール大会
ア開催日 中止

評
イ 参加チーム

価
ウ参加人数

: (2) グラウンドゴルフ大会ア開催日 平成29年10月26日

年 イ 参加チーム 69チーム

度 ウ参加人数 276人

に (3) 輪投げ大会

ど ア開催日 平成30年1月24日

の イ 参加チーム 27チーム

よ ウ参加人数 178人

う
な
.... 
と

羹施
し
た
の
か

参加者数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 人 人 個別計画による目標値
平成 26年度 562.00 はありません。

活

! 
ゲートポール大会、グラウンド

平成 27年度
人 人

ゴルフ大会及び輪投げ大会への 379.00 

指標の説明 参加者数 人 人

（指標式）
平成 28年度 565.00 

平成 29年度
人 人

454.00 

参加率 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 ％ ％ 前年度実績値
平成 26年度 6.96 6.57 

成

雷
3大会累計参加者数+(老人ク

平成 27年度
％ ％ 

ラブ会員数X3大会） X 100 6.90 6.96 

標 指標の説明
平成 28年度

％ ％ 

（指標式） 6.91 6.90 

平成 29年度
％ ％ 

8.37 6.91 

7 直接事業費計 前年度決算額 110,680 円 決 算 額 119,265円
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款 3 民生費 予 算 現 額 5,339,000円

項 1 社会福祉費 決 算 額 4,879,483 円

目 7 しあわせのまち推進費 前年度決算額 4,893,573 円

対 前 年 比 99.7 % 

I. 事業の目的体系

1 事 業 名 高齢者生きがい対策事業高齢者福祉大会開催事業 Iコート・I01 03 I 01 I 01 01 04 
基本目標： 目標I健康で元気に暮らせるまち

2 施総合策計体画の系 基本施策 ： 5 福祉サービスを充実するとともに地域との連携を図る

施策の展開方向： (2)高齢者の社会参加

ll. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 高齢者

2 働きかける相手（対象） 高齢者、老人クラブ、民生委員

どのような状態に

3 したいのか（意図）

高齢者相互の交流の場が提供され、積極的に社会参加し、生きがいが得られるようにします。

高齢者福祉大会開催事業
年1回、高齢者福祉大会を自老人クラブ連合会、社会福祉協議会と共催し、金婚者、 8820(88歳で20本の自歯を持つ
方）、 8020(80歳で20本の 歯ブを持つ方）、老人クラブ活動に貢献した人を表彰しました。

4 
また、午後からは老人クラ によるアトラクションを行いました。
(1) 開催日

評
平成29年9月26日

価
(2) 参加人数

対 992人

靡
(3) 被表彰者
ア金婚者 17組

度 イ 8820及び8020表彰 56人

に ウ 老人クラブ連合会関係表彰 92人

ど
の
よ
う
な
し一

と

施羹
し
た
の
か

参加者数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 人 人 個別計画による目標値
平成 26年度 995.00 はありません。

活

靡
高齢者福祉大会に参加した高齢

平成 27年度
人 人

者数 993.00 
標 指標の説明 人 人

（指標式）
平成 28年度 931.00 

平成 29年度
人 人
992.00 

参加率 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 ％ ％ 前年度実績値
平成 26年度 11.06 12.62 

成

』
参加者数-:-65歳以上人口 x100

平成 27年度
％ ％ 

10.69 11.06 

指標の説明 ％ ％ 

（指標式）
平成 28年度 9.80 10.69 

平成 29年度
％ ％ 

10.27 9.80 

7 直接事業費計 前年度決算額 176,834 円 決 算 額 139.488円
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I. 事業の目的体系

1 事業名 高齢者生きがい対策事業お年寄りの「思い出の語り場」づくり事業 1コート・101 03 I 01 01 01 I os 
基本目標： 目標 I 健康で元気に暮らせるまち

2 総合計画の
施策体系 基本施策： 5 福祉サービスを充実するとともに地域との連携を図る

施策の展開方向： (2)高齢者の社会参加

ll. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 家に閉じこもりがちな高齢者

2 働きかける相手（対象） 65歳以上の高齢者、事業実施団体

どのような状態に
家に閉じこもりがちな高齢者が気軽に集まっておしゃべりを楽しんだり、お互いの悩みを相談

3 できる場所を確保することにより、高齢者自身の生きがいづくりと孤独感解消の一助となるよう
したいのか（意図） にします。

お年寄りの「思い出の語り場」づくり事業
自宅近くの集会所やコミュニティセンター等で、地域の高齢者が集い、茶話会、健康体操、音楽レクリエーション
などを行えるように補助しました。

4 
補助内容については、会場使用料として60,000円／年及び傷害保険料30,000円／年を上限に実費相当分としました。
(1) 諸輪住宅地区（諸輪住宅思い出の語り場つくり）

評
ア開催日時毎月第 1、第3木曜日 午前10時00分～正午

価
イ 年間開催日数及び延べ参加人数 24日、 320人

旦
(2) 和合ケ丘地区（サロンひだまり）
ア開催日時毎週火曜日午前10時30分～午後3時30分

芦
毎週金曜日 午後12時30分～午後3時30分

イ 年間開催日数及び延べ参加人数 104日、 1,407人

に (3) 西白土地区（笑って楽しく）

ど ア開催日時毎週金曜日 午後 1時30分～午後4時00分

の イ 年間開催日数及び延べ参加人数 36日、 401人

よ (4) 和合ケ丘地区（認知症を地域で支える応援団「えがお」）

う ア開催日時毎月第2、第4火曜日午前9時00分～午後12時00分
な イ 年間開催日数及び延べ参加人数 24日、 233人
(5) 諸輪地区（健やか教室諸輪）.... 

と ア開催日時毎月第2、第4月曜日午後1時30分～午後3時30分

羹施
イ 年間開催日数及び延べ参加人数 24日、 188人
(6) 諸輪地区（憩の会 諸輪）
ア開催日時毎月 5日 午前8時30分～午前11時30分

し イ 年間開催日数及び延べ参加人数 12日、 562人
た (7) 白土地区（白土カラオケ同好会）
の ア開催日時毎月第 1、第3土曜日午後6時00分～午後9時00分、
か 毎月第2、第4木曜数日 午後 1時00分～午後4時00分

イ 年間開催日数及び延べ参加人 49日、 752人

年間延べ開催日数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 日 日 個別ぁ計画による目標値
平成 26年度 181.00 は りません。

活

＇ 
年間延べ開催日数

平成 27年度
日 日
195.00 

指標の説明 日 日

（指標式）
平成 28年度 221.00 

平成 29年度
日 日

273.00 

年間延べ参加人数 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 人 人 前年度実績値
平成 26年度 2,203.00 2,045.00 

成

e 年間延べ参加人数 平成 27年度
人 人

2,493.00 2,203.00 

指標の説明 人 人

（指標式）
平成 28年度 3,105.00 2,493.00 

平成 29年度
人 人

3,863.00 3,105.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 355,650 円 決 算 額 429,090円
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款 3 民生費 予 算 現 額 366,276,136 円

項 1 社会福祉費 決 算 額 365,933,796 円

目 8 介護保険事業費 前年度決算額 510,733,299 円

対 .即~ 年 比 71.6 % 
I. 事業の目的体系

1. 事 業 名 I介護保険特別対策寧業 Iコート・I01 03 01 I os I 02 -
基本目標： 目標 I 健康で元気に暮らせるまち

2. 総合計体画の 基本施策： 4 社会保障制度を適切に運用する施策 系

施策の展開方向： (2)介護保険制度の適正な運用

ll. (Do)内部事務の内容

1 誰のために（受益者） l要介護（要支援）者

: :::::::: I:~;;;;;~~ 『↑経済的な負担を軽減するとともに、安全かつ安心して介護サービスを利
したいのか（意図）

利sヵヽ人法祉福会社てし対こ
ー方るま

゜

ま
ー

て
た
当
し
に
ま
件
し
要
出
の
支
等
を
得
金
所

助

低

補、て
ち

し
う
対
の
に
者

額
用
担
利

負
の
の
ス
そ
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め
サ

た

人

人

険
る

6
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保

い
護
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人

苑

介

し
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郷

業

う

担

東

事

行

負

設
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を

施

＿
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人
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数
象
ホ
ホ

別
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の
者
対
厚
進

特
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分
象
助
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険

福

4
対

補

保

会

の

ア

イ

護
社
料
①
②

介

用

4
評
価
対
象
年
度
に
ど
の
よ
う
な

Jとを実施したのか

社会福祉法人等利用者負担軽減 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

指 標 名 の対象者数 人 人1個別計画による目標値平成 26年度
5 16.00 はありません。

人 人
活 平成 27年度 13.00 
動 指標の説明 人I 人

且（指標式） 平成 28年度 6.00 

平成 29年度
人I 人

8.00 

6 直接事業費計 I前年度決算額 156,547,075 円 決 算 額 52,660 円
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I. 事業の目的体系

1. 事 業 名 I介護保険特別会計繰出金事業 ~」03FJ~叶―
基本目標： 目標 I 健康で元気に暮らせるまち

2. 誓合策計体画皇 1基本施策： 4 社会保障制度を適切に運用する

施策の展開方向： (2)介護保険制度の適正な運用

II. (Do)内部事務の内容

1 誰のために（受益者） 1介護保険の被保険者

2 働きかける相手（対象） 1介護保険特別会計

どのような状態に
介護保険特別会計の財源を確保し、介護保険事業を円滑に運営できるようにします。

3 
したいのか（意図）

介護保険特別会計繰出金事業
介護給付費及び地域支援事業費に対する12.5%相当分と事務費及び低所得者保険料軽減に対する費用を一般会計から
繰り出しました。

4 I (1) 介護給付費繰出金
(2) 地域支援事業繰出金
(3) 事務費等繰出金
(4) 低所得者保険料軽減分操出金
合計

評
価
対
象
年
度
に
ど
の
よ
う
な
J

と
を
実
施
し
た
の
か

253,153.200円
21. 324.000円
43,199,000円
2. 746,800円
320,423,000円

繰出金額 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値
指 標 名 円 円1個別計画による目標値平成 26年度
5 281,294,898.00 はありません。

平成 27年度
円 円

活 292,272,000.00 ， 指標の説明 平成 28年度
円I 円

（指標式） 310,262,200.00 

平成 29年度
円i 円

320,423,000.00 

6 直接事業費計 I前年度決算額 310,262,200 円 決 算 額 320,423,000 円
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款 3 民生費 予 算 現 額 68,661,054円

項 1 社会福祉費 決 算 額 59,312,339 円

目 ， 臨時福祉給付金等支給費 前年度決算額 95,732,068 円

対 則~ 年 比 62 % 
I. 事業の目的体系

1. 事 業 名 臨時福祉給付金等支給事業 |コード 01 03 I 01 109 I 01 -

基本目標： 目標 I 健康で元気に暮らせるまち

2. 施総合策計体画の系 基本施策 ： 5 福祉サービスを充実するとともに地域との連携を図る

施策の展開方向： (3)高齢者の福祉サービスの充実

II. (Do)内部事務の内容

1 誰のために（受益者） 1町民

2 働きかける相手（対象） 1支給対象者

どのような状態に
3 
したいのか（意図）

消費税率の引き上げに際して、低所得の住民の経済的負担が軽減できるようにします。

臨時福祉給付金事業（平成28年度事業）
誤支給の臨時福祉給付金（平成27年度支給分）を国へ返還しました。
平成27年度臨時福祉給付金事務費及び平成28年度障害・遺族年金受給者向け給付金の剰余分を国へ返還しました。

4

評
価
対
象
年
度
に
ど
の
よ
う
な

Jとを実施したのか

支給決定者数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

指 標 名
個別計画による目標値平成 26年度

5 0.00 はありません。

活 平成 27年度 0.00 

＇ 
指標の説明

平成 28年度 I （指標式） 6,226.00 

平成 29年度 I 
0.00 

6 直接事業費計 I前年度決算額 85,258,543 円 決 算 額 3,191,000 円
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I. 事業の目的体系

1. 事 業 名 臨時福祉給付金（経済対策分）支給事業 |コート・101 l 031 01 09 02 [ -
基本目標： 目標 I 健康で元気に暮らせるまち

2. 施総合策計体画の系 基本施策 ： 5 福祉サービスを充実するとともに地域との連携を図る

施策の展開方向： (3)高齢者の福祉サービスの充実

ll. (Do)内部事務の内容

1 誰のために（受益者） 1町民

2 働きかける相手（対象） 1支給対象者

どのような状態に
3 
したいのか（意図）

消費税率の引き上げに際して、低所得の住民の経済的負担が軽減できるようにします。

4

評
価
対
象
年
度
に
ど
の
よ
う
な
J

と
を
実
施
し
た
の
か

臨時福祉給付金（経済対策分）事業（平成29年度に事業継続（繰越明許）事業）
(1) 申請書等の封入・封鍼業務を委託しました。
(2) 臨時福祉給付金（経済対策分）を平成28年度に引き続き支給しました。
ア 支給対象者 平成28年1月1日現在において、東郷町の住民基本台帳に記載されている者で、かつ、平成

28年度の市町村民税が課税されていない人（課税者の被扶養者は除く。）
4,880人
1人当たり 15,000円
3,572人
53,580,000円(3,572人 X15,000円）

イ 支給対象者数
ウ給付額
工支給決定者数
オ給付総額

支給決定者数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

指 標 名 人 人 1個別計画による目標値
5 平成 26年度

0.00 はありません。

活
人 人

開
平成 27年度 0.00 

指標の説明
平成 28年度

人I 人
標（指標式） 615.00 

平成 29年度 人I 人

3,572.00 

6 直接事業費計前年度決算額 10.473,525 円 I決 算 額 56,121,339 円
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款 3 民生費 予 算 現 額 304,930,000円

項 2 児童福祉費 決 算 額 297,293,562円

目 1 児童福祉総務費 前年度決算額 267,735,497 円

対 ~ 月IJ 年 比 111 % 
I. 事業の目的体系

1. 事 業 名 i児童委員活動事業 I汀 01 03 02 I 01 I 02 -
基本目標： 目標 I 健康で元気に暮らせるまち

2. 総合計体画の 基本施策 ： 6 安心して子育てができる環境をつくる施策 系

施策の展開方向： (2)子どもが安全・健全に育つための支援

ll. (Do)内部事務の内容

1 誰のために（受益者） 1児童、児童の保護者、妊婦

2 働きかける相手（対象） 1児童委員、児童、児童の保護者、妊婦

どのような状態に
3 
したいのか（意図）

児童委員が子どもたちを見守り、子育ての不安や妊娠中の心配ごとなどの相談・支援等を行う
ことにより、地域の子どもたちが元気に安心して暮らせるようにします。

4

評
価
対
象
年
度
に
ど
の
よ
う
な
J

と
を
実
施
し
た
の
か

児童委員活動事業
生活が不安定な家庭の見守りや虐待が懸念される家庭の情報提供を依頼するとともに、要保護児童対策地域協議会
委員に委嘱し、意見を伺いました。
活動支援の一助として、民生委員児童委員協議会に対し、活動費補助金を交付しました。
(1) 児童委員数
49人（うち、主任児童委員3人）

(2) 活動状況
ア 相談・支援件数
子育て・母子保健 4件
子どもの地域生活 24件
子どもの教育・学校生活 9件
その他子どもに関すること 9件
合計 46件

イ その他の活動件数
要保護児童の発見の通告•仲介 5件

児童委員の活動件数 年 度 実 績 値 個別計画、指針等による目標値

指 標 名 件 件個別計画による目標値平成 26年度
5 51.00 はありません。

福祉行政報告例に基づく社会福
平成 27年度

件 件
活 祉統計 85.00 

＇ 
指標の説明

平成 28年度
件I 件

（指標式） 73.00 

平成 29年度 件I 件

51.00 

6 直接事業費計 前年度決算額 970,200 円 決 算 額 950,000 円
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I. 事業の目的体系

1 事業名 母子父子・遺児福祉支援事業 |コ―ド 01 1 03 1 02 01 03 1 -
基本目標： 目標I健康で元気に暮らせるまち

2 総施合策計体画の系 基本施策： 6 安心して子育てができる環境をつくる

施策の展開方向： (3)母子・父子福祉の充実

11. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 母子・父子家庭

2 働きかける相手（対象） 母子・父子家庭及び町民

どのような状態に
母子・父子家庭となった児童が心身ともに健やかに成長するように、家庭における経済的負

3 したいのか（意図）
担・精神的負担が軽減されるようにします。

母子父子・遺児福祉支援事業
(1) 遺児手当の支給
母子・父子家庭の支援要件該当者（延べ児童数6.115人）に、遺児1人当たり月額2,000円の手当を支給しまし

4 
た。
(2) 相談業務

評
母子家庭の自立に向けた相談業務（母子家庭等自立・就業支援相談）を実施しました。

価

: 
臣
に
ど
の
よ
う
な
.... 
と

羹施
し
た
の
か

遺児手当支給延べ児童数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 人 人 個別計画による目標値
平成 26年度 6,616.00 はありません。

活

! 平成 27年度
人 人

6,669.00 

指標の説明 人 人

（指標式）
平成 28年度 6,648.00 

平成 29年度
人 人

6,115.00 

母子自立支援員相談日数 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 日 日 前年度実績
平成 26年度 12.00 12.00 

成

m 
平成 27年度

日 日

12.00 12.00 

指標の説明
平成 28年度

日 日

（指標式） 12.00 12.00 

平成 29年度
日 日

12.00 12.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 13,340,518 円 決 算 額 12,275,388円
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I. 事業の目的体系

1 事業名 こどもまつり開催事業 Iコート・I01 03 02 I 01 I 04 -
基本目標 ： 目標 I 健康で元気に暮らせるまち

2 施総合計画の
策体系 基本施策 ： 6 安心して子育てができる環境をつくる

施策の展開方向： (2)子どもが安全・健全に育つための支援

ll. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 町内の子どもと保護者及び子どもの育成者

2 働きかける相手（対象） 町内の子どもと保護者及び子どもの育成者

どのような状態に
子どもが異年齢で楽しく遊べ、大人にあっては互いに子育てを支え合い、子どもが健やかに生

3 まれ育つ社会を築くとともに、多くの子育て関係者の情報交換が促進されるようにします。
したいのか（意図）

こどもまつり開催事業
平成づ29年6月4日（日）総合体育館において、各児童館で募集した子どもスタッフが中心となって企画・運営をし
た手 くりの「第14回じどうかんこどもまつり」を開催しました。

4 
(1) オープニング
会場内全ての人により、 「とうごう体操」を行いました。

評
(2) 式典

価
優良子ども会の表彰（押草なかよし子ども会、御岳第2子ども会）、子ども意見発表、子ども宣言等を行いま

塁
した。
(3) ステージ

臣
幼児向け体操、鳴子踊り、けん玉選手権、歌、ダンス、抽選会を催しました。

(4) ブース

に 読み聞かせ、サイエンス工作体験、インドネシア民族衣装体験、お手玉・スマートボール、語り、バルーン

ど アート、つみき等のブースを催しました。

の (5) フィナーレ

よ 来場者及びスタッフ全員で、東郷音頭を踊りました。
う
な
.... 
と

羹施
し
た
の
か

スタッフとして運営に携わった 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 子どもの人数 人 人 個別計画による目標値
平成 26年度 60.00 はありません。

活

! 
ジュニアリーダーと児童館の子

平成 27年度
人 人

どもスタッフの人数 70.00 

指標の説明 人 人

（指標式）
平成 28年度 59.00 

平成 29年度
人 人
54.00 

こどもまつりの来場者数 年 度 実績値 目 標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 人 人 前年度実績
平成 26年度 2,200.00 2,100.00 

成

! 平成 27年度
人 人

2,100.00 2,200.00 

指標の説明
平成 28年度

人 人

（指標式） 2,400.00 2,100.00 

平成 29年度
人 人

2,500.00 2,400.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 372,927 円 決 算 額 363,655円
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I. 事業の目的体系

1 事業名 子ども会活動支援事業 Iコ一ド 01 I 03 I 02 01 05 I -
基本目標： 目標I健康で元気に暮らせるまち

2 施総合策計体画の系 基本施策： 6 安心して子育てができる環境をつくる

施策の展開方向： (2) 子どもが安全•健全に育つための支援

Il. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 児童及びその保護者

2 働きかける相手（対象） 単位子ども会

どのような状態に
子どもに関わる団体の育成が図られ、活発に活動できるようにするとともに、児童が仲間との

3 協力やふれあいなどの体験を通して、たくましく創造性豊かな子どもに育つようにします。
したいのか（意図）

子ども会活動支援事業
(1) 19の単位子ども会を対象に、補助金 (270円x子ども会員1,510人、 120円x育成者140人）を交付しました。
(2) 高嶺小学校区の子ども会と北部児童館の協働により、夢活動（「子どもの夢」を具体的に企画し、事業を組み

4 
立て、これらの活動の積み重ねにより、子どもの手による子ども会活動の構築を目指すもの）を実施しました。
(3) 東郷町子ども会育成会連絡協議会の活動に対して補助金を交付しました。

評
(4) 第55回愛知県子ども会大会において、優良子ども会として、白土第二子ども会、三ツ池子ども会が表彰を受け

価 ました。また、東郷町子ども会育成会連絡協議会長が感謝を受けました。

= 臣
に
ど
の
よ
う
な
'-

と
を

塁
し
た
の
か

補助金を交付した子ども会の数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 単子 単子 個別計画による目標値
平成 26年度 23.00 はありません。

活

＇ 
（単子＝単位子ども会）

平成 27年度
単子 単子
23.00 

指標の説明 単子 単子

（指標式）
平成 28年度 20.00 

平成 29年度
単子 単子
19.00 

子ども会加入率 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 ％ ％ 当該年度の5月1日現
平成 26年度 62.60 70.00 在の小学生の6割 (H成

』
会員数／小学校児室数

平成 27年度
％ ％ 26までは7割）

H26: 1,858人/2,968人 59.45 60.00 

指標の説明 H27: 1, 762人/2,964人
平成 28年度

％ ％ 

（指標式） H28: 1,590人/2,959人 53.73 60.00 
H29: 1,510人/2,924人

平成 29年度
％ ％ 

51.64 60.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 930,074 円 決 算 額 877,990円
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I. 事業の目的体系

1 事業名 児童発達支援事業所運営事業 Iコード 01 03 02 1 01 01 -

基本目標： 目標I健康で元気に暮らせるまち
2 総合計体画の
施策 系 基本施策 ： 6 安心して子育てができる環境をつくる

施策の展開方向： (4)保育サービスの向上

Il. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 療育を必要とする子ども及びその保護者、保育園児

2 働きかける相手（対象） 療育を必要とする子ども及びその保護者、保育園児

どのような状態に
乳幼児健診 (1歳6か月健診）で要観察児と判定された子どもとその保護者に対して、保健担

3 したいのか（意図）
当部署と連携を図り、子どもの発達に関する援助方法の習得や生活習慣の自立を促進します。

児童発達支援事業所運営事業
ハーモニー及びらっこ教室の運営を行いました。
(1) ハーモニーの運営

4 
心身の発達に遅れがある児童を対象に、親子通園及び単独通園による療育を行いました。
その他、子どもへの接し方、かかわり方などの保護者支援や講演会、訪問指導、作業療法等を実施しました。

評
ア 出席延人数 2,890人（親子通園685人、単独通園2,205人）

価
イ 実通園児数 34人

! 
ウ 年間開設日数 225日
工概要
(（7イ)） 開設日等平成27年4月1日（中部保育園2階）
対象児童 2歳から就学前までの児童

に （り）親子通園月、水、木、金曜日 （午前9時30分から午後3時まで）

ど (I)単独通園 月、火、水、木、金曜日（午前9時30分から午後3時まで）

の (2) らっこ教室の運営

よ ハーモニーの施設を利用し、心身の発達に遅れ （比較的軽度）が疑われる児童を対象に、親子通園による療育
う を行いました。
な また、乳幼児健診時に心身の発達に遅れが疑われる児童とその保護者を対象に保健師が事後指導を行う「なか

よし教室（健康課所管）」とハーモニーを繋ぐ役割として、児童の観察、保護者の相談と指導を実施しました。

―̀ と ア参加延人数 358人

羹施
イ 実通園児数 12人
ウ 年間開設日数 54日
工概要

し (7)開設日等 平成13年7月1日（中部保育園2階では平成27年4月1日）
た （イ）対象児童主に2歳児
の （り）通園日等火曜日（午前9時30分から午前11時45分まで）
か

年間延人数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 人 人 個別ぁ計画による目標値
平成 26年度 1,496.00 は りません。

活

開 ハーモニー、らっこ教室の参加
平成 27年度

人 人

延人数 2,216.00 
標 指標の説明 人 人

（指標式）
平成 28年度 3,054.00 

平成 29年度
人 人

3,248.00 

通園児在籍数 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 人 人 教室の定員数
平成 26年度

成
22.00 20.00 

! 
ハーモニー、らっこ教室の実通

平成 27年度
人 人

園児数（最多月の在籍人数合 38.00 30.00 

指標の説明 計） 人 人

（指標式）
平成 28年度 36.00 30.00 

平成 29年度
人 人
46.00 30.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 11,553,292 円 決 算 額 12,493,174円
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I. 事業の目的体系

1事業名 子育て支援事業 |コード 01 I 03 1 02 01 oa 1 -

基本目標： 目標 I健康で元気に暮らせるまち

2総施合策計体画の系 基本施策： 6 安心して子育てができる環境をつくる

施策の展開方向： (1)子育て支援の充実

Il. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 子ども及びその養育者

2 働きかける相手（対象） 子どもを養育している人及び子どもとの関わりに興味のある人

どのような状態に
子どもを養育する人に対して多くの子育ての相談や相互の情報交換の場が提供され、安心して

3 子どもを産み育てることができる環境とします。
したいのか（意図）

1 子育て支援関係事業
(1) 子育てに悩みを抱えている養育者の相談を受け助言・指導を実施しました。
相談対応件数 1. 042件

4 
(2) 要保護児童地域対策協議会を開催し、要保護児童の把握等に関する窓口の一元化に努めました。（計18回開催）
(3) 地域子育て支援拠点事業（西部子育て支援センター）の運営を社会福祉法人明生会に委託しました。

評
ア 利用者数 7,069人（保護者 3,277人、子ども 3,792人）
イ 育児講座等の参加人数 2,926人（保護者1,380人、子ども1.546人）

価
ウ育児相談 148件対

i 
(4) 地域子育て支援拠点事業（つどいの広場）の運営を東掴町施設サービス梱に委託しました。
ア 利用者数 26,335人（保護者12,126人、子ども14,209人）
イ 育児講座等の参加人数 9,633人

に ウ育児相談 44件
ど (5) 地域子育て支援拠点事業（あやめ子育て支援センター）の運営を社会福祉法人真人舎に委託しました。
の ア 利用者数 1,000人（保護者 483人、子ども 517人）
よ イ 育児講座等の参加人数 668人（保護者312人、子ども356人）
う ウ育児相談 11件
な (6) 児童虐待防止月間 (11月）

ア 児童虐待への対応を適切に行うため、 11月25日に児童委員、小中学校教諭、保育士、児童館職員等を対象とし—•

と して、児童虐待ボ対応研修を実施しました。

羹施
イ オレンジリ ン運動（児童虐待のない社会を築くための市民運動）を周知啓発しました。
(7) 東郷町子どもの権利を考える月間 (11月）に東郷町子ども条例の周知啓発のため、小中学校で講義を実施しま
した。また、文化産業まつりにおいて、子どもの権利についてのクイズを実施しました。

し 2 ファミリー・サポート事業
た (1) アドバイザーが依頼会員と援助会員を結びつけ、相互援助活動を行いました。
の ア 会員数（平成30年3月31日現在）依頼会員244人、援助会員36人、両方会員28人、計308人
か イ依頼件数施1,567件
(2) 説明会等の実状況
依頼会員となるための利用説明会や会員期間3年を経過する援助会員のための講習会等を延べ17回開催し、延
べ232名の会員が参加しました。

子育てに関する相談件数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 回 回 個別ぁ計画による目標値
平成 26年度 1,097.00 は りません。

活

! 平成 27年度
回 回
981.00 

指標の説明 回 回

（指標式）
平成28年度 973.00 

平成 29年度 回 回
1,042.00 

ファミリー・サポート会員数 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 人 人 第5次総合計画の目標
平成 26年度 532.00 500.00 値 (H27年500人、 H32年

成

! 平成 27年度
人 人 600人）
549.00 500.00 

指標の説明
平成 28年度

人 人

（指標式） 542.00 600.00 

平成 29年度
人 人
308.00 600.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 15,698.418 円 決 算 額 16,975,355円
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款 I 3 民生費 予 算 現 額 304,930,000円

項 2 児童福祉費 決 算 額 297,293,562円

目 1 児童福祉総務費 前年度決算額 267,735,497円

対 月.. IJ . 年 比 111 % 

I. 事業の目的体系

1 事 業 名 私立幼稚園教育振興事業 |コート・I01 03 02 I 01 I 09 -
基本目標： 目標I健康で元気に暮らせるまち

2 施総合策計体画の系 基本施策 ： 6 安心して子育てができる環境をつくる

施策の展開方向： (5)保育園・幼稚園の施設の整備

ll. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 私立幼稚園に就園する園児の保護者、私立幼稚園

2 働きかける相手（対象） 私立幼稚園に就園する園児の保護者、私立幼稚園運営者

どのような状態に
私立幼稚園への就園に係る保護者の経済的負担が軽減されるようにします。

3 
したいのか（意図）

私立幼稚園教育振興事業
(1) 私立幼稚園就園奨励費補助
私立幼稚園児の保護者に対し、所得に応じて年額12,000円から308,000円までの就園奨励費を支給しました。

4 
ア対象園児数 600人
イ 支払金額 64,727,700円

評
(2) 私立幼稚園経常費補助

価
私立幼稚園に対し、東郷町在住園児1人当たり5,000円を補助しました。

対 ア 対象園数 19園（対象園児数574人）

象 イ 対象園の所在地内訳

は
(7) 東郷町 1園
（イ）みよし市 6園

に （り）日進市 3園

ど （エ）豊明市 3園

の （オ）名古屋市 3園
よ （力）長久手市 2園
う （キ）豊田市 1園
な ウ支払金額 2,870,000円

‘ 
(3) 給付費 (1号認定）

と 子ども・子育て支援法に基づき、 1号認定（保育の必要性のない3歳以上児）を受けた園児が通所する幼稚園

羹施
及び認定こども園に給付費を支払いました。
対象園
神の倉清涼保育園、事高蔵幼児園、神の倉幼稚園、愛知国際プリスクール、林丘幼稚園ー梅森坂幼稚園

し (4) 幼稚園型一時預かり 業補助
た 東郷町在住の園児が利用する幼稚園型一時預かり事業を実施したこども園等はありませんでした。
の
か

私立幼稚園就園奨励費支給者数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 人 人 個別計画による目標値
平成 26年度 574.00 はありません。

活
動 平成 27年度

人 人

闊 569.00 

指標の説明 人 人

（指標式）
平成 28年度 591.00 

平成 29年度
人 人
600.00 

私立幼稚園就園率 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 ％ ％ 過去3か年平均値
平成 26年度 38.38 36.63 

成

雷
（町内在住の私立幼稚園児 平成 27年度

％ ％ 

73・4・5歳児数） X 100 38.80 38.26 
標 指標の説明 H29:600人-:-1,316人X100 ％ ％ 

（指標式）
平成 28年度 41.00 38.75 

平成 29年度
％ ％ 

45.59 39.39 

7 直接事業費計 前年度決算額 74,900,620 円 決 算 額 74,779,370円
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I. 事業の目的体系

1 事業名 障がい児支援事業 |コード 01 1 03 I 02 01 1 o I -
基本目標： 目標I健康で元気に暮らせるまち

2 総施合策計体画の系 基本施策： 3 誰もが安心して自立した生活ができる社会をつくる

施策の展開方向： (1)障がい者福祉サービスの充実

II. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 障がい児

2 働きかける相手（対象） 障がい児及びその保護者

どのような状態に
児童福祉法に基づく障がい児通所給付費を適正に給付することにより、障がいのある児童が必

3 要とするサービスを提供し、地域で安心して暮らすことのできる社会環境となるようにします。
したいのか（意図）

障がい児支援事業
放課後等デイサービス等の障がい児通所給付費を給付しました。
(1) 放課後等デイサービス 延べ9,739日

4 
(2) 児童発達支援 延べ4,138日
(3) 障がい児相談支援 延べ 286件

評

i 
に
ど
の
よ
う
な
,._ 

と

羹施
し
た
の
か

通所給付費利用実人数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 人 人 個別ぁ計画による目標値
平成 26年度 49.10 は りません。

活

I 
通所給付費を利用した障がい児

平成 27年度
人 人

の毎月の実人数の平均値（各年 78.91 

指標の説明 度3月～翌年2月）をサービスご 人 人

（指標式） とに算出し、合計する。
平成 28年度 99.90 

平成 29年度
人 人
129.84 

障がい児全体におけるサービス 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 利用率 ％ ％ 前年度実績
平成 26年度 41.26 32.98 

成

雷
障がい児全体における通所サー

平成 27年度
％ ％ 

ビスの利用率（毎月の実利用人 60.24 41.26 
標 指標の説明 数の平均値の合計十年度末時点

平成 28年度
％ ％ 

（指標式） の障がい児数） 68.42 60.24 

平成 29年度
％ ％ 

87.70 68.42 

7 直接事業費計 前年度決算額 91,187,633 円 決 算 額 118,821,439円
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款 3 民生費 予 算 現 額 900.139,000円

項 2 児童福祉費 決 算 額 887,724,524円

目 2 児童措置費 前年度決算額 901,284,749円

対
・則-・ 年 比 98.5 % 

I. 事業の目的体系

1. 事 業 名 児童手当支給事棠 Iコード 01 03 02 I 02 I 01 -
基本目標： 目標I健康で元気に暮らせるまち

2. 総合計体画の 基本施策： 6 安心して子育てができる環境をつくる施策 系

施策の展開方向： (1)子育て支援の充実

Il. (Do)内部事務の内容

1 誰のために（受益者） 児童及び児童を養育している人

: ;;/;;,;~~) I:::;;;;;:;:;;;;;;~;;;:~:::::~:: ロ：に資するため、児童

4
評
価
対
象
年
度
に
ど
の
よ
う
な
J

と
を
実
施
し
た
の
か

児童手当関係事業（平成29年2月～平成30年1月分）
中学校卒業までの児童を養育している方に対して、児童手当を支給しました。
(1) 手当額

ア 3歳未満児 15,000円／月
イ 3歳以上小学生まで
(1)第1子 10,000円／月
（イ）第2子 10,000円／月
（り）第3子以降 15,000円／月
ウ中学生 10,000円／月
工 所得制限限度額以上の所得がある場合は、上記に関わらず一律5,000円／月（特例給付）
(2) 支給額

ア 6月期定期支払 (2-5月分） 291,429,000円（うち学校給食費等 14,420円）
イ 10月期定期支払 (6-9月分） 287,952,560円（うち学校給食費等 81, 341円）
ウ 2月期定期支払 (10-1月分） 294,810,720円（うち学校給食費等 55,109円）
工随時支払 11,910,000円
オ 合計 886,102,280円（うち学校給食費等 150,870円）
(3) 受給者数 (10月期定期支払時受給者数）
4,045人

児童手当受給者数 (10月期定期 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

指 標 名 支払時受給者数） 人 人個別計画による目標値平成 26年度
5 4,211.00 はありません。

人 人
活 平成 27年度 4,131.00 

＇ 
指標の説明

平成 28年度
人I 人

（指標式） 4,101.00 

平成 29年度
人 人

4,045.00 

6 直接事業費計 I前年度決算額 901,284,749 円 決 算 額 887,724,524 円
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款 3 民生費 予 算 現 額 157,179,625円

項 2 児童福祉費 決 算 額 145,138,193円

目 3 児童館費 前年度決算額 128,050,21 3円

対 月.,.,IJ 年 比 113.3 % 

I. 事業の目的体系

1 事 業 名 児童館管理運営事業（一般来館者） |コード 01 I 03 I 02 03 02 -
基本目標： 目標 I 健康で元気に暮らせるまち

2 総施合策計体画の系 基本施策 ： 6 安心して子育てができる環境をつくる

施策の展開方向： (1)子育て支援の充実

II. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 町内の子ども及び保護者

2 働きかける相手（対象） 児童館を利用する子ども及びその保護者、児童館職員、児童館

どのような状態に
より多くの子どもたちに安心して楽しく児童館を利用してもらうとともに、保護者に子育て情

3 したいのか（意図）
報が提供されるようにします。また、児童館施設・設備を適正に維持管理することで、子どもや
その保護者等が児童館を安全で快適に利用できるようにします。

1 児童館運営事業（一般来館者）
(1) 開館日数 293日
(2) 来館人数 53. 732人

4 
ア北部児童館 17.358人 イ 西部児童館 7,968人 ウ 中部児童館 5,643人
工東部児童館 6,698人 オ南部児童館 6,660人 力 兵庫児童館 9,405人

I 
(3) 活動内容
ア 遊びの提供やクリスマス会等を実施しました。
イ 4月の新1年生を迎える会に始まり、毎月、その月に相応しい催し物や子育ての知識を必要とする保護者を
対象とした教室を開催するとともに、高齢者とのふれあいや食育等を実施しました。

2 児童館管理事業（一般来館者、放課後児童クラブ共通）

に (1) 主な物品供給

ど ア北部児童館 パソコン、複合機、掃除機

の イ 西部児童館複合機、掃除機

よ ウ 中部児室館パソコン、卓球台、複合機、掃除機
う 工東部児童館パソコン、複合機、掃除機
な オ南部児童館砂場日よけ天幕
(2) 主な業務委託.... 

と 浄化槽保守点検業務、浄化槽清掃業務、事業系一般廃棄物収集運搬業務、遊具体育用具保守点検業務、消防用

羹施
設備等保守点検業務、児童福祉施設清掃業務、植栽維持管理業務、児童館警備業務、西部児童館大規模改修工事
設計業務
(3) 主な工事

し ア 中部児童館空調機改修工事
た イ 東部児窒館 空調機改修工事
の ウ 南部児童館 空調機改修工事、トイレ改修工事
か (4) その他

児童館での活動が円滑に行えるよう、施設設備の修繕等を実施しました。
また、兵庫児童館については、指定管理者（東郷シーエヌエス株式会社）による管理運営を行いました。

全児童館の一般来館人数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 人 人 個別ぁ計画による目標値
平成 26年度 53,664.00 は りません。

活

＇ 
全児童館の一般来館及び児童館

平成 27年度
人 人

事業参加者の延べ人数（放課後 50,371.00 

指標の説明 児童クラブを除く。） 人 人

（指標式）
平成 28年度 54,959.00 

平成 29年度
人 人

53,732.00 

1日当たりの児童館平均利用者 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 数 人 人 前年度実績
平成 26年度 30.53 29.19 

成

! 
全児室館一般来館者人数十年間

平成 27年度
人 人

開館日数-:-6館 28.55 30.53 

指標の説明 H29:53, 732人7293日76 人 人

（指標式）
平成 28年度 31.26 28.55 

平成 29年度
人 人
30.56 31.26 

7 直接事業費計 前年度決算額 43,173,772 円 決 算 額 46,746,958円
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I. 事業の目的体系

1 事業名 児童館管理運営事業（放課後児童クラブ） |コート・101 03 02 I 03 I 03 -
基本目標： 目標 I 健康で元気に暮らせるまち

2 総施 合計画の
策体系 基本施策： 6 安心して子育てができる環境をつくる

施策の展開方向： (1)子育て支援の充実

ll. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 放課後児童クラブ申込児童及びその保護者

2 働きかける相手（対象） 放課後児童クラブ申込児童及びその保護者、児童館職員

どのような状態に
共働き家庭の児童が、放課後を安全・安心に過ごし、多様な遊びや活動ができるようにしま

3 す。
したいのか（意図）

1 児童館運営事業（放課後児童クラブ）
(1) 開所日数 293日
(2) 放課後児童クラブ利用者延人数 63,086人

4 
ア北部児童館 11,647人 イ 西部児童館 8,614人 ウ 中部児童館 9,324人
工東部児童館 8,680人 オ南部児童館 10,678人 力 兵庫児童館 14,143人

評
(3) 開所時間

価
ア月曜日～金曜日 下校後～午後7時まで

: イ土曜日 午前8時～午後6時まで（中部児童館で合同開所）
ウ長期休暇期間 午前8時～午後7時まで（土曜日は午前9時30分～午後5時30分まで）

臣
(4) 定員
ア 北部児童館、西部児童館、中部児童館、東部児童館、南部児童館各68人

に イ 兵庫児童館 98人

ど 計438人（他に12人の緊急定員枠あり）

の (5) 利用料金

よ 月額5,000円
う ただし、長期休暇期間の利用は、以下の額を月額に加算
な ア 4月、 12月、 1月、 3月 ：各1,500円

―̀ 

イ 7月： 2,000円
と ウ 8月： 4,000円

＆ 施
(6) おやつ
児童の不足しがちな栄養素を補給するため、登録児童にカルシウムや鉄が入ったウエハースやビスケット、果
汁100%のゼリー等のおやつを支給しました。

し 延べ食数 61,065食
た
の 2 児童館管理事業（一般来館者、放課後児童クラブ共通）
か 児童館管理運営事業（一般来館者）の「2 児童館管理事業（一般来館者、放課後児童クラブ共通）」を参照

放課後児童クラブ延べ利用者数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 人 人 個別ぁ計画による目標値
平成 26年度 60,279.00 は りません。

活

! 
放課後児童クラブを利用した延

平成 27年度
人 人

ベ人数 59,402.00 

指標の説明 人 人

（指標式）
平成 28年度 61,574.00 

平成 29年度
人 人

63,086.00 

放課後児童クラブ入所率 (5/1現 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 在） ％ ％ 申込者全員の入所
平成 26年度 99.05 100.00 

成

e 入所者数-:-(入所者数十待機児 平成 27年度 ％ ％ 

童数） 99.29 100.00 

指標の説明 H29:420人-;-(420人十4人）
平成 28年度

％ ％ 

（指標式） 97.88 100.00 

平成 29年度
％ ％ 

99.06 100.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 55,769,722 円 決 算 額 54,884,959円
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款 3 民生費 予 算 現 額 416,065,000 円

項 2 児童福祉費 決 算 額 381,171,118 円

目 4 保育総務費 前年度決算額 350,912,013 円

対 即• ヽ 年 比 108.6 % 
I. 事業の目的体系

1. 寧 業 名 保育総務一般管理事業 |コート・J01 I 03 I 02 04 02 1-
基本目標： 目標 I健康で元気に暮らせるまち

2. 総施合策計体画の系 基本施策 ： 6 安心して子育てができる環境をつくる

施策の展開方向： (4)保育サービスの向上

Il. (Do)内部事務の内容

1 誰のために（受益者） 園児の保護者

: ;;;;;; ~;~) 1:;;;;;:;;;~;; 話畠勾愕：定、徴収など保育業務全般にわたる管理業務

4
 

1 保育総務一般事務事業
(1) 保育料の口座振替による納付やコンビニ収納を行いました。
(2) 保育料未納者に係る督促状を園長から手渡しにより保護者へ通知したほか、納付勧奨に努めました。また、
保育料徴収マニュアルに従い、納付相談や分割納付誓約、児童手当特別徴収等未納者への徴収を行いました。
(3) 保護者への緊急メール配信サービスを実施しました。

(4) 園児の怪我や事故への保険対応として日本スポーツ振興センター災害共済給付金亭務を実施しました。i 2 保育士研修事業
年 (1) 研修の開催
度 ア全体研修会
に イ担当や年齢別による研修
ど (2) 研修への参加

ょ
の 愛知県社会福祉協議会主催研修

i 
J

と
を
実
施
し
た
の
か

6回延べ498名参加
2回延べ 40名参加

11回延べ 26名参加

研修参加人数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値
指 標 名 人 人 1個別計画による目標値平成 26年度
5 343.00 はありません。

平成 27年度
人 人

活 490.00 

i 指標の説明 平成 28年度 610. 盗| 人
（指標式）

平成 29年度
564.人00 

人

6 直接事業費計 I前年度決算額 1,721,817 円 決 算 額 1,675,444 円
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I. 事業の目的体系

1 事業名 民間保育所運営支援事業 |コート・101 03 02 104 103 -
基本目標： 目標 I 健康で元気に暮らせるまち

2 総合策計画の
施 体系 基本施策： 6 安心して子育てができる環境をつくる

施策の展開方向： (4)保育サービスの向上

ll. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 保育園入所希望者

2 働きかける相手（対象） 民間保育園、民間保育所

どのような状態に
民間保育所が適正に運営され、乳児の入所施設が確保されるようにします。

3 したいのか（意図）

民間保育所運営支援事業
(1) 民間保育所運営支援事業
認可外保育所に対し、運営費ぽとして町内在住の園児1人当たり月額24,800円を助成しました。

4 
ア対象園 保育所おさん
イ 助成金額 892,800円

評
(2) 保育給付

価 子ども・子育て支援費法に基づき、公定価格による給付を行いました。

対 ア保育所運営委託

象 支給対象 東郷せいぶ保育園、若葉保育園、留愛東郷保育園（平成29年4月開園）、東郷あやめ保育園

臣
（平成29年10月開所）等
イ 地域型保育給付費

に 支給対象 しらとり保育園

ど ウ 教育・保育給付費

の 支給対象 愛知国際プリスクール等

よ (3) 延長保育事業

う 通常の利用時間帯以外の時間を利用した児童に応じて、保育所に費用の助成を行いました。
な ア対象園 東郷せいぶ保育園、東郷あやめ保育園

｀ 
イ 助成総額 3,252,000円

と (4) 低年齢児途中入所円滑化事業

羹施
低年齢児の途中入所に対応するための保育士を配置した保育所に、費用の助成を行いました。
ア対象園 東郷せいぶ保育園
イ 助成金額 675,000円

し
た
の
か

認可外保育所入所者数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 人 人 個別計画による目標値
平成 26年度 16.00 はありません。

活

＇ 
3月1日現在の入所者数

平成 27年度
人 人
19.00 

指標の説明 人 人

（指標式）
平成 28年度 6.00 

平成 29年度
人 人
3.00 

待機児童解消率【-H27】 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 認可外保育所入所希望者の入所 ％ ％ 前年度実績5%の増率【H28-】 平成 26年度 43.24 43.07 【-H27】成

』
認可外保育所入所児童数-;-(3 

平成 27年度
％ ％ 入所希望者の100%入所

歳未満児待機児童数十認可外保 39.58 45.40 【H28-】

指標の説明 育所入所児童数） 【-H27】
平成 28年度

％ ％ 

（指標式） 認可外保育所入所者＋認可外保 100.00 100.00 
育所入所希望者【H28-】

平成 29年度
％ ％ 

100.00 100.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 314,347,610 円 決 算 額 347,093,730円
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I. 事業の目的体系

1 事業名 病児・病後児保育事業 |コート・101 1 03 02 04 04 I -
基本目標： 目標 I 健康で元気に暮らせるまち

2 総合策計画の
施 体系 基本施策： 6 安心して子育てができる環境をつくる

施策の展開方向： (4)保育サービスの向上

II. (Do)一般事業の内容

9 誰のために（受益者） 病気及び病気回復期の児童及びその保護者

2 働きかける相手（対象） 病気及び病気回復期の児童及びその保護者

どのような状態に
病気及び病気回復期の児童に対し、適切な保育が実施され、保護者が安心して就労できるよう

3 にします。
したいのか（意図）

病児・病後児保育事業
生後6か月から小学校3年生までの病児・ 病後児を、専用施設（日進おりど病院 病児病後児保育センター）にお
いて有料で預かりました。

4 
(1) 契約者
医療法人大医会（日進おりど病院）

評
(2) 開設日

価 月曜日から土曜日まで（祝日及び年末年始を除く。）

対
(3) 登録者数等

象 ア登録者数 502人

芦
イ予約件数 286件
ウ利用者延人数 186人

に
ど
の
よ
う
な

―̀ と

施羹
し
た
の
か

病児・病後児保育室利用者数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 人 人 個別ぁ計画による目標値
平成 26年度 156.00 は りません。

活

＇ 
平成 27年度

人 人
141.00 

指標の説明 人 人

（指標式）
平成 28年度 168.00 

平成 29年度
人 人
186.00 

病児・病後児保育室登録者数 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 （累計） 人 人 小学校3年生までの子
平成 26年度 569.00 588.00 どもの数の15%(H25 成

! 
年度末現在の病児・病後児保育

平成 27年度
人 人 は10%)

室登録者数 609.00 585.00 H29:3, 934xO. 15 

指標の説明
平成 28年度

人 人

（指標式） 445.00 580.00 

平成 29年度
人 人
502.00 590.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 5,400,000 円 決 算 額 5,400,000円
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款 3 民生費 予 算 現 額 746,522,601 円

項 2 児童福祉費 決 算 額 735,884,088円

目 5 保育園費 前年度決算額 733,911.405円

対 -月·~I」- 年 比 100.3 % 
I. 事業の目的体系

1. 事 業 名 保育園保健事業 |コート・101 03 02 [ 05 02 -
基本目標 ： 目標 I 健康で元気に暮らせるまち

2. 総施 合計画の 基本施策 ： 6 安心して子育てができる環境をつくる策体系

施策の展開方向： (4)保育サービスの向上

Il. (Do)内部事務の内容

1 誰のために（受益者） 1保育園児

2 働きかける相手（対象） 保育園児、保育士、医師

どのような状態に
3 
したいのか（意図）

園児の健康管理を充実し、疾患等がある場合は早期に対応できるようにします。

1 保健一般事務事業
保育園で使用する医薬材料を購入しました。 （ウェッシュクリーン（消毒液）、塩化ベルザルコニウム（消毒
液）、薬用石鹸、絆創膏など）

4
 

゜
たしまヽし行を診健き置を医科眼医科喉咽鼻耳医科歯医科

業

内
事
―
―
置

薗
設

育

等

保
医
立
園

町
2
 評

価
対
象
年
度
に
ど
の
よ
う
な

Jとを実施したのか

内科健診受診者数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

指 標 名
個別計画による目標値

5 I 
平成 26年度

978.00 はありません。平成27

前期検診と後期検診の内、多い
平成 27年度

年度までは8園分、平
活 方の受診者数 969.00 成28・29年度は7園

靡指標の説明 平成 28年度
分。

標
（指標式） 828.00 

平成 29年度
866.00 

6 直接事業費計 I前年度決算額 6,574,140 円 決 算 額 6,380,721 円
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I. 事業の目的体系

1. 寧 業 名 保育園管理事業 |コート・J01 1 03 I 02 05 03 -

基本目標： 目標 I 健康で元気に暮らせるまち

2. 総施合策計体画の系 基本施策： 6 安心して子育てができる環境をつくる

施策の展開方向： (5)保育園・幼稚園の施設の整備

II. (Do)内部事務の内容

1 誰のために（受益者） 1園児及び保育士

2 働きかける相手（対象） 保育所の施設

どのような状態に
保育需要に対応するため園舎・設備を適正に維持管理することで、良好な保育環境や職場環境

3 を保ちます。
したいのか（意図）

1 保育園一般管理事業
ごみ収集運搬業務始め12件の業務を委託しました。

4 2 保育園施設等整備改修事業
トイレ改修工事始め18件の工事を施工しました。

゜
たし

］
ま
分
し
度
付
年
交
29
を
成
金
平
助
ち
補
う
へ
の
備
分
整
年

設

。

か

建

た

2

の

し

の

園

ま

度
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し

年

保

を
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成
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払

平

あ

還
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東

う

年

、

伴
こ衛

28
て
叩
取

成
し

業
平
対

事
［
に

00
地

悶
頌
儡

悶

這

国

虹

保

備

法
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東

)

②
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評
価
対
象
年
度
に
ど
の
よ
う
な

Jとを実施したのか

改修工事を施工した件数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

指 標 名 件 件個別計画による目標値
5 平成 26年度

29.00 はありません。

活 平成 27年度
件 件

靡
17.00 

指標の説明
平成 28年度

件 件
標（指標式） 25.00 

平成 29年度
件 件
18.00 

6 直接事業費計前年度決算額 174,398,023 円 I決 算 額 203,312,171 円



―  140  ―

I. 事業の目的体系

1 事業名 保育園運営事業 |コード 01 l 03 l 02 I os 04 -
基本目標： 目標 I 健康で元気に暮らせるまち

2 総施合策計体画の系 基本施策： 6安心して子育てができる環境をつくる

施策の展開方向： (4)保育サービスの向上

Il. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 保護者の就労等で保育が必要な乳幼児及びその家庭、地域住民

2 働きかける相手（対象） 保護者の就労等で保育が必要な乳幼児及びその家庭、地域住民

どのような状態に
保育メニューの充実を図り保育に欠ける乳幼児の保育を行うとともに、保護者の子育てと就労

3 したいのか（意図）
の両立が図られるようにします。

1 保育園運営事保業
(1) 町立町営 育園5園（和合、中部、南部、音貝及びたかね保育園）で児童620人の保育を実施しました。 （平
成30年3月1日現在）

4 
(2) 障がい児保育、延長保育、 1・2歳児保育を全園で、 0歳児保育を3園（諸輪、中部、南部）で実施しました。
(3) 第三子以降の保育料無料化事業を延べ35人に実施しました。

評 (4) 科学館見学、秋の徒歩プ遠足等を実施しました。

価
(5) 幼児期運動指針実践 ログラムを基にした運動あそびを町立保育園（全7園）で実施しました。

= 
(6) 東郷げ音頭講習会を町立保育園（全7園）で実施しました。
(7) 「 んき体操」を文化産業まつり芸能大会で披露しました。 （各園の希望者）

臣 2 ふれあい交流事業
に 地域に開かれた保育園、親しまれる保育園づくりを推進するため、地域住民（未入園児とその保護者、お年寄

ど り、小中学生など）に参加を募り、保育園園庭開放やクリスマス会、餅つきを始めとした事業を通して交流を図り

の ました。

よ (1) 実施事業数 (7園合計） 72回

う (2) 延べ参加人数 2,811人（園児以外の参加者数）
な

ー`

3 保育園備品等整備事業
と 施設充実備品（フロアーマット、ワイヤレスチューナー等）を購入しました。

羹施 4 一時預かり事業
東郷診療所2階一時保育室「おひさま」にて、延べ565人の一時保育を実施しました。

し
た 5 小規模保育運営事業
の 中部保育園内にて小規模保育ひよこルーム（定員19名）にて、児童19人の保育を実施しました。
か

ふれあい交流亭業数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 回 回 個別ぁ計画による目標値
平成 26年度 75.00 は りません。

活

開 平成 27年度
回 回

82.00 
標 指標の説明 回 回

（指標式）
平成 28年度 85.00 

平成 29年度
回 回

72.00 

保育所入所児童数（町立） 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 人 人 定員数
平成 26年度 1,007.00 1,135.00 平成27年度までは8園成

雷 3月1日現在の入所児童数（町
平成 27年度

人 人 平成28年度は7園

立） 989.00 1,135.00 平成29年度は5園
標 指標の説明

平成 28年度
人 人

（指標式） 835.00 995.00 

平成 29年度
人 人
620.00 765.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 242,494,507 円 決 算 額 237,018,398円
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款 3 民生費 予 算 現 額 68,908,000 円

項 2 児童福祉費 決 算 額 63.772,528 円

目 6 給食調理費 前年度決算額 68,059,659 円

対 即．、 年 比 93.7 % 

I. 事業の目的体系

1 李 業 名 保育園給食事業 |コード 01 I 03 I 02 oa 02 I -
基本目標： 目標 I 健康で元気に暮らせるまち

2 総施合策計体画の系 基本施策 ： 1 誰もが元気に暮らせる健康づくりを支援する

施策の展開方向： (5)食育の推進

Il. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 保育園児、保護者

2 働きかける相手（対象） 保育園児、保育士、父母の会、食材

どのような状態に
園児が安心して給食を喫食できるようにします。

3 
したいのか（意図）

保育園給食事業
(1) 園児の心身の健全な発達に資するため、栄養のバランスに配慮した献立内容で調理し給食を実施しました。
（町内8保育園等で227,366食）

4 
(2) 各園の代表、栄養士による保育園給食献立委員会を開催しました。 (12回）
(3) 給食物資選定委員会 (10名）を開催しました。 (12回）

評
(4) 保育園父母の会が、給食試食会を実施しました。 (2回）
(5) 園児向けの食育指導を実施しました。

価
上城・諸輪•和合・中部・南部・たかね、音貝（計56回）

i (6) 保育園行事に合わせ、未入園児の保護者を対象とした食育講座を実施しました。諸輪•中部務・南部· 音担貝・たかね（計5回）
度 (7) 保育園用 員、離乳食 当者を対象に、衛生研修会を開催しました。 （各1回）

に (8) 入園説明会において、給食の概要とアレルギー対応の説明を栄養士が行いました。

ど 和合・中部・南部・たかね• 音貝 各 1回
の (9) 東郷町産の食材を使用した給食を実施しました。

よ 食材名 使用月 使用した献立名
う 米 年中 白飯、東郷町産お米のタルト (11月、 2月に提供）
な ローゼル 6月 ローゼルジャム
..... トマト 7月 東郷町産トマト
と ナス 8-9月 ナスのミンチカレー、マーポナス、鶏肉とナスのトマト煮
を モロヘイヤ 8月 モロヘイヤのスープ
実 豚肉 10月 東郷町産豚ソーセージ
施 かぽちゃ 10月 東郷町産かぽちゃコロッケ
し 柿 11月 東郷町産柿
た 大根 12-1月 豚汁、大根サラダ他
の ネギ 12-1月 中華コーンスープ、牛しぐれ他
か 白菜 1月 どさんこ汁、白菜と春菊のごま酢和え他

保育園用給食の年間総給食数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 食 食 個別計り画による目標値
平成 26年度 307,545.00 はあません。

活

開 8保育園、一時保育室の乳児・
平成 27年度

食 食

幼児・職員及び給食センターで 301,685.00 

標 指標の説明 の総給食数（保存食は含めな 食 食

（指標式） い）
平成 28年度 264,933.00 

平成 29年度
食 食

227,366.00 

東郷町産の食材を提供した給食 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 回数 回 回 前年度実績値
平成 26年度 42.00 40.00 

成

a 米飯を除いた提供数 平成 27年度
回 回
43.00 42.00 

指標の説明
平成 28年度

回 回

（指標式） 26.00 43.00 

平成 29年度
回 回
28.00 26.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 65,062,510 円 決 算 額 60,190,521円
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款 3 民生費 予 算 現 額 4,000円

項 3 災害救助費 決 算 額 0 円

目 1 災害救助費 前年度決算額 0 円

対 前 年 比 -%  

I. 事業の目的体系

1. 寧 業 名 災害救助事業 I汀 01 03 031 01 I 01 -
基本目標： 目標 I 健康で元気に暮らせるまち

2. 施総合策計体画の系 基本施策 ： 5 福祉サービスを充実するとともに地域との連携を図る

施策の展開方向： (4)地域福祉活動の推進

Il. (Do)内部事務の内容

1 誰のために（受益者） 被災者

2 働きかける相手（対象） 被災者

どのような状態に
災害により被害を受けた町民の支援を迅速に行うことで、被災者の生活の安定が図られるよう

3 にします。
したいのか（意図）

災害救助事業
災害救助は、ありませんでした。

4

評
価
対
象
年
度
に
ど
の
よ
う
な

Jとを実施したのか

被災者数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

指 標 名 人 人 1個別計画による目標値平成 26年度
5 0.00 はありません。

人 人

活 平成 27年度 0.00 

＇ 
指標の説明

平成 28年度
人 I 人

（指標式） 0.00 

平成 29年度
人 I 人

0.00 

6 直接事業費計 I前年度決算額 0 円 決 算 額 0 円
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